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昨年1年間、さまざまな 
事業の展開や出来事があ 
りました。 
その中から選んだ 
「小野市10大ニュース」 
を紹介します。 

 このほかにも、下記のようなニュースがありました。惜しくも
10位以内に入らなかったニュースをご紹介します。 
11位：ＪＲ加古川線4駅周辺の整備完了、乗客数が10年ぶりに      
　　　　増加。 
12位：アメニティくろかわ住宅地分譲進む。 
13位：小野市の成人式が成人式大賞審査委員会特別賞に（3年連
　　　　続入賞）。 
同13位：市民病院に院内学級開設。 
同13位：薬剤投与認定救急救命士3人誕生。 

は れ舞台、市民も主役、大成功！ 
　のじぎく兵庫国体は、市民総参加のもと、選手と市民・観客が一体となった感動のステージや、ふれあいと交流が深まった民泊など、まさに市民一人
ひとりが創りあげた「小野市流感動国体」となりました。国体で広がった交流の輪は、今後の地域づくりへ更なる発展をみせています。 

あ んしんの 子育て体制 
　少子化に対する子育て支援として、平成18年4月から助成対象を義務教育就学前から小学校3年生まで拡大し、さらに所得制限を撤廃しました。対象
の皆さんには、受給者証をお渡ししており、医療機関窓口での支払いは不要となっています。 

と っぷだよ、市民病院 小児科、眼科 
　北播磨の拠点病院として、4月から小児科医7名体制となり更に充実しました。また、8月には、眼科が拠点病院として指定を受け4名体制となりました。
良質で安全・安心の医療の提供に向け、より一層取り組みます。 

ふ るって受検 お待ちしてます 
　学力低下・体力低下を払拭する「おの検定」が、「学びの構造改革」として全国から注目されています。「市民検定」も図書館・コミセン・高齢者福祉
施設等で実施され、市内外から大人気です。 

る り色のユニフォーム 輝く優勝 
　12月3日、滋賀県希望が丘文化公園の特設コースで開催された、近畿中学校駅伝大会において、旭丘中学校女子駅伝チームが2年ぶり3度目の優勝と
いう快挙を成し遂げました。監督・選手・そして保護者の皆さん、ほん とうにおめでとう！そして感動をありがとう！ 

し んから温まる 癒しの湯 
　白雲谷温泉ゆぴかの入浴者が9月28日、100万人を突破しました。平成16年3月のオープンから2年半というスピード達成です。これもひとえに皆さ
んの日ごろのご愛顧のたまものと深く感謝いたします。 

て ん翔ける龍の中楽しくスポーツ 
　水と緑に囲まれた自然豊かな「小野八ヶ池自然公園」が完成。雨天でも利用可能な多目的ドーム「龍翔ドーム」で、フットサルやゲートボール等、市
民の皆さんに楽しんでいただけるようになりました。 

い つでも気軽に らん　らんバス 
　高齢者・子ども運賃の無料化により利用者数は昨年に比べ40％以上アップし、乗車数は延べ11万人を突破しました。交通弱者がますます増えていく
中で、市民の交通手段として定着してまいりました。 

お おきく躍進 小野市の情報化 
　日経パソコン誌が行った、全国の自治体を対象とした情報化進展度に関する調査“ｅ都市ランキング2006”で、小野市は全国1613自治体中20位、
県下では2位にランクインしました。これからも、時代を見越した情報化の更なる推進を図ってまいります。 

の ー（NO）災害、普段 の備えで被害減少 

　市では災害に備えるため、一級河川加古川のほか、新たに東条川等の浸水想定情報、平成16年の台風23号の被害状況等を加えた更新版の　『洪水ハ
ザードマップ』を作成し、市内全戸に配布しました。また、これまで分散保存していた防災・水防関連の備蓄品や資機材を一元管理できる防災備蓄倉庫
を建設しました。 

みんなが主役のみんなが主役の「小野市流「小野市流 感動国体」感動国体」開催！開催！ みんなが主役の「小野市流 感動国体」開催！ 小学校小学校3年生までの医療費が完全無料年生までの医療費が完全無料 小学校3年生までの医療費が完全無料 小野市民病院が北播磨の小児科小野市民病院が北播磨の小児科・眼科の拠点病院に指定眼科の拠点病院に指定 小野市民病院が北播磨の小児科・眼科の拠点病院に指定 

旭丘中学校女子駅伝チームが旭丘中学校女子駅伝チームが5年連続近年連続近
畿大会に出場し、畿大会に出場し、2年ぶり年ぶり3度目の優勝度目の優勝 
旭丘中学校女子駅伝チームが5年連続近
畿大会に出場し、2年ぶり3度目の優勝 

小野八ヶ池自然公園に小野八ヶ池自然公園に「龍翔ドーム」「龍翔ドーム」完成 小野八ヶ池自然公園に「龍翔ドーム」完成 
らん　らんバス　高齢者らん　らんバス　高齢者・子ども運賃の子ども運賃の

無料化と乗客数大幅アップ無料化と乗客数大幅アップ 
災害に強いまちづくり災害に強いまちづくり 

洪水ハザードマップ洪水ハザードマップ（左）（左）、防災備蓄倉庫防災備蓄倉庫 
災害に強いまちづくり 

洪水ハザードマップ（左）、防災備蓄倉庫 

ゆぴか来場者ゆぴか来場者 
100万人突破万人突破 

 

ゆぴか来場者 
100万人突破 

 

らん　らんバス　高齢者・子ども運賃の
無料化と乗客数大幅アップ 

携帯電話を使用した携帯電話を使用した 
「安全安心メール」「安全安心メール」 

 

携帯電話を使用した 
「安全安心メール」 

 

日経パソコン誌調査日経パソコン誌調査「ｅ「ｅ 
都市ランキング」都市ランキング」で  
16131613自治体中自治体中2020位に位に 
躍進躍進 

日経パソコン誌調査「ｅ 
都市ランキング」で  
1613自治体中20位に 
躍進 

全国から注目！全国から注目！「おの検定」「おの検定」 全国から注目！「おの検定」 

りゅうしょう 
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６５
歳
の
方
々
を
対
象
に
し
た
第

２
の
成
人
式
「
エ
イ
ジ
・
ル
ネ
サ

ン
ス
・
パ
ー
テ
ィ
２
０
０
７
」
は

本
年
度
で
７
回
目
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

こ
の
パ
ー
テ
ィ
は
、
い
つ
ま
で

も
夢
と
喜
び
あ
ふ
れ
る
「
生
涯
青

春
」
の
実
践
を
目
指
し
て
、
新
た

な
る
出
会
い
の
中
で
元
気
な
自
分

を
再
発
見
し
、
こ
こ
ろ
豊
か
な
生

活
と
積
極
的
な
社
会
参
加
の
第
一

歩
へ
と
つ
な
げ
て
い
た
だ
こ
う
と

す
る
も
の
で
す
。 

こ
れ
ま
で
に
６５
歳
の
対
象
者
の

皆
さ
ん
で
組
織
さ
れ
た
実
行
委
員

会
で
検
討
・
協
議
を
重
ね
、
対
象

者
自
ら
で
パ
ー
テ
ィ
に
ふ
さ
わ
し

い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ま
と
め
あ
げ
、

開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。 

パ
ー
テ
ィ
の
メ
イ
ン
は
も
ち
ろ

ん
桂
三
枝
さ
ん
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト

に
よ
る
「
サ
ン
ス
テ
ー
ジ
」
で
す

が
、
そ
の
他
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
皆

さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
演

出
と
な
っ
て
い
る
こ
と
請
け
合
い

で
す
。 

で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
を

ほ
ん
の
少
し
ご
紹
介
し
ま
す
。
後

は
当
日
の
お
楽
し
み
！
 

▼
日
時
　
１
月
１３
日
（土）
 

▼
場
所
　う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
 

▼
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

第
１
部
　
プ
ロ
ロ
ー
グ
 

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
 

・
開
会
宣
言
 

・
式
典
 

第
２
部
　
記
念
パ
ー
テ
ィ
 

・
懇
親
会
 

・
記
念
撮
影
 

・
琉
球
舞
踊
 

第
３
部
　
サ
ン
ス
テ
ー
ジ
 

・
ト
ー
ク
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　

桂
三
枝
さ
ん
 

・「
思
い
出
に
華
、
人
生
に
実
り

あ
り
」 

第
４
部
　
エ
ピ
ロ
ー
グ
 

・
そ
ろ
ば
ん
体
操
 

・「
ふ
る
さ
と
」
合
唱
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
エ
イ
ジ
・
ル

ネ
サ
ン
ス
事
業
実
行
委
員
会
（
高

齢
介
護
課
内
）（
�

　
１
５
０

９
） 
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楽しいひと時をお楽しみください 
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1
月
8
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民
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大
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ル
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ハタチの節目である成人式を楽しく
思い出に残るものにしたいと思います。
皆さんぜひ参加してください。　　 
（小林千紘） 

成人式は、新成人みんなで盛り
上げましょう！皆さんぜひ来て
ください。（富田和裕） 

一生に一度の成人式、みんなで
楽しく盛り上げていこう！ 
（柳田　啓） 

みんなで懐かしく、楽しい成人式に
したいので、ぜひ友達を誘って来て
くださいね。（福本　愛） 

みんなと素敵な一日・素敵な時間を
共有し、一生の思い出に残るすばら
しい一日にしよう。（横山大和） 

フレーフレー新成人☆みんな集まれ！
ドンとイイ成人式にしよう。 
（岡田昌之） 

みんなで、今までの20年間を楽しく
振り返りましょう。実行委員一同精
一杯頑張ります。（青木香織） 

思い出のあの友達と新たな思い出を
作りましょう。（川添真弘） 
 

一度きりの成人式☆心に残る素敵な
式をみんなでつくりあげましょう。 
（吉田香織） 

来なきゃ後悔する成人式にして
みせるので、皆さん楽しみにし
てください！（岡嶋　梢） 

一生に一度の成人式。みんな一緒にいっ
ぱい思い出を作りましよう。 
（植戸美帆） 

全員参加型の成人式、一生心に残る成
人式にしたいと思っています。多くの
新成人の方をお待ちしています。 
（尾関芳子） 

どこの成人式よりも思い出に残る楽
しい成人式を作り上げるので、ぜひ
来てください。　（七理由佳子） 

大人への最後の一歩を踏み出そう！（井上雄一朗） 

 

成
人
式
の
意
義
が
問
わ
れ
る
今
日
、
小
野
市
で
は
新
成

人
の
た
め
の
成
人
式
を
、
新
成
人
代
表
の
実
行
委
員
の
企

画
に
よ
り
、
み
ん
な
で
つ
く
り
上
げ
て
い
ま
す
。 

今
回
の
新
成
人
該
当
者
は
、
男
性
２
８
９
名
、
女
性
２

８
６
名
、
合
計
５
７
５
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
の
小
野
市
を
担
う
新
成
人
の
方
に
、
一
人
で

も
多
く
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
お

友
達
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
多
数
ご
出
席
く
だ
さ
い

（
例
年
通
り
服
装
は
、
自
由
に
し
て
い
ま
す
）。 

ま
た
、
手
話
サ
ー
ク
ル
「
ひ
ま
わ
り
」
の
ご
協
力
に
よ

り
、
手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。
車
い
す
を
使
用
さ
れ
る
方

お
よ
び
介
助
を
さ
れ
る
方
の
席
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

▼
受
付
　
8
時
５０
分
か
ら
9
時
２０
分
ま
で
 

第
１
部
　『
新
成
人
キ
タ
ー
！
』9
時
３０
分
か
ら
１０
時
 

市
長
と
新
成
人
に
よ
る
全
員
参
加
型
の
ト
ー
ク
&
セ
レ

モ
ニ
ー
。 

第
２
部
　『
恩
師
キ
タ
ー
！
』
１０
時
か
ら
１０
時
３０
分
 

恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
を
中
心
に
、
思
い
出
の
記

録
、
祝
福
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
上
映
。 

記
念
撮
影
　
１０
時
３０
分
か
ら
１１
時
３０
分
 

第
３
部
　『
み
ん
な
で
キ
タ
ー
！
』
１１
時
３０
分
ご
ろ
か
ら
 

　
中
学
校
区
ご
と
の
同
窓
会
を
開
催
し
ま
す
。 

▼
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
ほ
か
 

※
小
野
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
方
に
は
案
内
状
を
お
送
り

し
て
い
ま
す
。 

※
案
内
状
が
届
か
な
か
っ
た
方
も
、
当
日
お
越
し
い
た
だ

け
れ
ば
受
付
を
し
ま
す
。 

▼
詳
細
・
問
い
合
わ
せ
先
　
成
人
式
実
行
委
員
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
内
）（
�

　
２
４
４
５
） 



2月6日（火） 
・専門試験 
・作文試験 
・面接試験 
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日
進
月
歩
す
る
医
療
に
お
い
て
、

検
査
も
進
歩
し
て
い
ま
す
。
検
査

も
、
迅
速
か
つ
的
確
な
画
像
は
当

然
で
、
よ
り
精
細
な
情
報
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

市
民
病
院
で
は
、
こ
れ
ら
の
ご

要
望
に
対
応
す
る
た
め
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ

装
置
を
最
新
型
に
更
新
し
ま
し
た
。

新
し
い
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
（
シ
ー
メ
ン

ス
社
（
独
）
ア
バ
ン
ト
１.５
Ｔ
）
は

従
来
の
装
置
に
比
べ
性
能
が
大
幅

に
向
上
し
、
検
査
時
間
も
短
縮
で

き
ま
す
。
ガ
ン
ト
リ
ー
（
撮
影
装

置
部
）
の
入
口
が
大
き
く
、
奥
行

き
は
短
く
コ
ン
パ
ク
ト
に
設
計
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
比
べ
て

圧
迫
感
が
少
な
い
状
態
で
検
査
を

受
け
て
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、

最
新
の
画
像
構
成
ソ
フ
ト
も
導
入

し
、
患
者
様
に
よ
り
高
画
質
な
Ｍ

Ｒ
Ｉ
検
査
が
提
供
で
き
る
体
制
で

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

障
害
を
有
さ
れ
る
方
や
そ
の
ご

家
族
等
か
ら
地
域
生
活
に
お
け
る

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
と
必
要
な
支
援

を
行
っ
て
い
る
「
小
野
市
障
害
者

地
域
生
活
・
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
愛
称
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

昨
年
１０
月
に
保
健
セ
ン
タ
ー
内

で
開
設
し
、
今
春
に
は
、
よ
り
多

く
の
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
広

い
ス
ペ
ー
ス
（
市
役
所
西
庁
舎
１

階
）
へ
愛
称
と
と
も
に
移
転
す
る

予
定
で
す
。 

応
募
い
た
だ
く
愛
称
は
、
漢
字
、

ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
の
い
ず
れ

で
も
可
能
で
す
が
、
そ
の
理
由
（
意

味
）
も
あ
わ
せ
て
お
書
き
く
だ
さ

い
。 年

齢
、
住
所
な
ど
の
応
募
要
件

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
た
く
さ
ん

の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

な
お
、
採
用
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
方
に
は
粗
品
の
進
呈
を
予
定
し

て
い
ま
す
。 

参
考
　
 

「
小
野
市
障
害
者
地
域
生
活
・

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
は
、
小
野

市
内
に
お
住
ま
い
の
身
体
障
害
、

知
的
障
害
、
精
神
障
害
お
よ
び
発

達
障
害
を
有
さ
れ
る
方
、
ま
た
、

そ
の
ご
家
族
や
関
係
者
か
ら
、
地

域
生
活
で
の
課
題
や
問
題
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
、
専
門
機
関
の
紹

介
や
対
応
可
能
な
支
援
な
ど
を
行

な
う
、
障
害
者
の
た
め
の
総
合
相

談
窓
口
で
す
。 

支
援
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

は
、
市
内
在
住
の
漫
画
家
「
埜
納

タ
オ
」
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
で
、
少

し
の
支
え
合
い
が
「
人
の
支
え
愛
」

に
つ
な
が
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

ま
す
。 

▼
応
募
方
法
・
内
容
　
官
製
ハ
ガ

キ
（
裏
面
）
に
次
の
①
〜
④
の

内
容
を
ご
記
入
し
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。 

①
愛
称
 

②
そ
の
理
由
（
意
味
） 

③
応
募
者
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢

（
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
） 

④
電
話
番
号
 

▼
宛
先
　
〒
６
７
５
　

―
　

１
３
８
０

小
野
市
王
子
町
８
０
６
　

―
　

１
　

小
野
市
役
所
市
民
福
祉
部
社
会

福
祉
課
（
支
援
セ
ン
タ
ー
愛
称

募
集
担
当
） 

▼
締
め
切
り
日
　
１
月
２５
日
（木）
必

着
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
社
会
福
祉
課

障
害
福
祉
係
（
�

　
１
０
０
０

内
線
６
１
１
、
６
１
３
） 

画像提供：シーメンス 
旭メディテック㈱ 
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職　種 採用予定人数 受　験　資　格 受付期間 試験日・選考方法 採用時期等 

昭和51年4月2日以降に出生し、薬剤師免許を有
する方または平成19年4月30日までに同免許を
取得見込みの方 

昭和54年4月2日以降に出生し、診療放射線技師
免許を有する方または平成19年4月30日までに
同免許を取得見込みの方 

昭和51年4月2日以降に出生し、臨床検査技師免
許を有する方または平成19年4月30日までに同
免許を取得見込みで､生理検査が可能な方 

平成19年4月 
※採用期間は、平成 
　20年3月末まで。 
　ただし、勤務良好 
　の場合は更新あり 
※平成19年4月30日ま 
　でに免許を取られ 
　た方は、5月1日から 
　の採用となります。 

1月9日（火）から 
1月30日（火）まで 
 
【受付時間】 
9時から17時まで 
（土・日除く） 

薬剤師 

診療放射線 
技師 

臨床検査 
技師 

1

1

1

市民病院嘱託職員の募集 

〜
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
を
最
新
型
に
更
新
 

し
ま
し
た
（
中
央
放
射
線
室
）
〜
 

市
民
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

障
害
者
地
域
生
活
・
相
談
 

支
援
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
募
集
！
 

▼
職
務
内
容
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
み
や
ま
荘
」
の
管
理
・
事
務

全
般
 

▼
募
集
人
数
　
１
名
 

▼
申
し
込
み
資
格
　
平
成
１９
年
４

月
１
日
現
在
、
満
４０
歳
以
上
５５

歳
以
下
の
方
で
、
パ
ソ
コ
ン
の

基
本
操
作
が
可
能
な
方
 

▼
採
用
期
間
　
本
年
４
月
１
日
か

ら
１
年
間
（
更
新
制
度
あ
り
） 

▼
勤
務
時
間
　
８
時
３０
分
か
ら
１７

時
１５
分
 

▼
休
日
　
土
、
日
、
祝
祭
日
、
年

末
年
始
 

▼
申
し
込
み
期
間
　
１
月
１０
日
（水）

か
ら
１
月
２６
日
（金）
 

※
土
、
日
、
祝
日
除
く
 

▼
受
け
付
け
時
間
　
８
時
３０
分
か

ら
１７
時
１５
分
 

▼
申
し
込
み
方
法
　
履
歴
書
、
印

鑑
を
持
参
し
、
社
会
福
祉
協
議

会
で
所
定
の
申
し
込
み
書
に
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
郵
便
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
申
し
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
。 

▼
選
考
方
法
、
給
与
待
遇
等
　
詳

細
に
つ
い
て
は
小
野
市
社
会
福

祉
協
議
会
職
員
給
与
規
定
に
よ

り
申
し
込
み
時
に
説
明
し
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
社
会
福
祉
協

議
会
（
保
健
セ
ン
タ
ー
地
階
）

（
�

　
２
５
７
５
） 

社
会
福
祉
協
議
会
 

　
　
　
　
嘱
託
職
員
の
募
集
 

の
の
う
 



緊
急
速
報
！

緊
急
速
報
！
 

銀
メ
ダ
ル
で
誕
生
日
飾
る
！

銀
メ
ダ
ル
で
誕
生
日
飾
る
！
 

小
林
祐
梨
子
さ
ん
 

　
　
　
ド
ー
ハ
・
ア
ジ
ア
大
会
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体
育
協
会
か
ら
の
 

　
　
　
お
知
ら
せ
 

た
い
　
　
き
ょ
う
　
　
び
ん
 

 ⑥ ⑥ 

各種権威ある、スポーツ大会で顕著な
成績を残した選手、スポーツ振興の貢献
や優秀な選手育成に尽力した指導者を表
彰します。 
また、表彰式終了後、有森裕子氏（バ

ルセロナオリンピック 銀メダリスト）に
よる講演会を「よろこびを力に」と題し
て行います。 
たくさんのご来場をお待ちしておりま

す（入場無料、整理券あり）。 
　 
　日時　２月24日（土） 
・表彰式　14時から 
・講演会　15時から 
　場所　市民会館大ホール 
　問い合わせ先　体育保健課（�　2591） 

市
体
育
協
会
加
盟
の
協
会
等
の

活
動
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。 

小
野
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協

会
は
、
平
成
１７
年
７
月
に
６１
チ
ー

ム
の
参
加
を
得
て
設
立
し
ま
し
た
。 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
エ
チ

ケ
ッ
ト
と
マ
ナ
ー
を
尊
重
し
、
年

齢
・
性
別
に
関
係
な
く
心
身
の
健

全
な
発
展
を
求
め
て
い
く
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。 

当
協
会
で
は
、
年
４
回
の
競
技

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
多
数
の

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
親
睦
と
交
流

を
深
め
、
技
術
の
向
上
に
励
ん
で

い
ま
す
。 

昨
年
の
１１
月
に
は
、
三
世
代
交

流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
区

長
会
・
子
連
協
の
協
力
を
得
て
、

こ
だ
ま
の
森
で
実
施
し
ま
し
た
。

毎
年
開
催
予
定
で
す
の
で
、
次
回

に
は
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

本
年
３
月
に
は
、
ふ
る
さ
と
杯

を
こ
だ
ま
の
森
で
午
前
・
午
後
に

わ
た
っ
て
開
催
し
ま
す
。 

皆
さ
ん
も
チ
ー
ム
を
編
成
（
選

手
５
名
・
記
録
員
１
名
）
し
て
、

優
勝
カ
ッ
プ
を
目
指
し
て
み
ま
せ

ん
か
。 

多
く
の
チ
ー
ム
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
小
野
市
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局
　

山
本
義
仁
（
�

　
２
４
７
３
） 

小野市スポーツ賞表彰式 
並びに講演会 

 

小野市スポーツ賞表彰式 
並びに講演会 
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有森 裕子氏 
 

当
協
会
は
中
学
・
高
校
時
代
に

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
経
験
さ
れ
て
い

た
方
だ
け
で
な
く
、
年
齢
や
性
別

に
関
係
な
く
テ
ニ
ス
好
き
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。 

毎
週
日
曜
日
に
は
、
協
会
員
に

よ
る
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
か
ら
は
、
夏
季
に
小
学
５
・
６

年
生
を
対
象
と
し
た
「
ジ
ュ
ニ
ア

教
室
」
を
行
い
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
昨
年
１０
月
末
に
開
催
し

た
「
市
民
大
会
」
で
は
、
男
女
と

も
高
校
生
が
協
会
員
を
破
っ
て
の

優
勝
と
多
い
に
大
会
を
盛
り
上
げ

て
く
れ
ま
し
た
。 

活
動
は
大
池
総
合
公
園
の
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
で
し
て
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
も
一
緒
に
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
を
し
ま
せ
ん
か
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
小
野
市
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局
　
上
野

雅
之
（
�

　
２
３
３
２
） 

◯ 62

◯ 66

小
野
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
 

小
野
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
 

ア
ジ
ア
大
会
陸
上
女
子
１
，
５

０
０
ｍ
に
お
い
て
、
昨
年
の
９

月
に
４
分
７
秒
８６
の
日
本
新
記

録
を
マ
ー
ク
し
た
、
旭
丘
中
学

校
出
身
・
須
磨
学
園
高
等
学
校

３
年
生
の
小
林
祐
梨
子
さ
ん
が
、

高
校
生
と
し
て
は
同
大
会
陸
上

個
人
種
目
で
は
２０
年
ぶ
り
の
銀

メ
ダ
ル
獲
得
と
い
う
快
挙
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
の
レ
ー
ス
は
、
バ
ー
レ
ー

ン
の
選
手
が
先
頭
を
独
走
し
、

小
林
さ
ん
は
２
位
集
団
に
つ
け

る
と
い
う
展
開
で
し
た
が
、
ゴ
ー

ル
直
前
に
持
ち
前
の
粘
り
で
前

の
選
手
を
抜
き
さ
り
、
堂
々
の

２
位
で
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
ま
し
た
。
 

試
合
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、

「
自
分
の
誕
生
日
最
高
の
贈
り

物
で
す
」
と
明
る
く
さ
わ
や
か

な
笑
顔
で
答
え
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
快
挙
は
、
小
野
市
民
は
も

ち
ろ
ん
、
日
本
中
の
人
々
に
夢

と
感
動
を
与
え
る
最
高
の
贈
り

物
に
な
り
ま
し
た
。
 

小
林
祐
梨
子
さ
ん
ほ
ん
と
う

に
お
め
で
と
う
！
 

そ
し
て
あ
り
が
と
う
！
 

こ
ば
や
し
　
ゆ

り

こ

 

笑顔の小林祐梨子さん 
（写真提供：共同通信社） 
笑顔の小林祐梨子さん 

（写真提供：共同通信社） 

緊
急
速
報
！

緊
急
速
報
！
 

緊
急
速
報
！
 

小
林
祐
梨
子
さ
ん
 

　
　
　
ド
ー
ハ
・
ア
ジ
ア
大
会
 

銀
メ
ダ
ル
で
誕
生
日
飾
る
！

銀
メ
ダ
ル
で
誕
生
日
飾
る
！
 

銀
メ
ダ
ル
で
誕
生
日
飾
る
！
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市
で
は
「
ハ
ー
ト
フ
ル
シ
テ
ィ

お
の
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
短
歌

を
通
し
て
こ
こ
ろ
豊
か
な
人
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

市
内
の
小
・
中
学
校
で
は
、
上

田
三
四
二
実
行
委
員
会
（
委
員
長

松
尾
鹿
次
）
の
指
導
に
よ
り
、
短

歌
づ
く
り
の
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。 

「
青
春
」「
秋
」「
恋
」「
進
路
」

な
ど
身
近
な
題
材
を
テ
ー
マ
に
、

三
十
一
文
字
に
こ
め
ら
れ
た
子
ど

も
達
の
思
い
や
願
い
な
ど
、
自
由

で
快
活
な
短
歌
を
紹
介
し
ま
す
。 

  
 
　
　
　
小
野
中
学
校
三
年
生
 

　
　
　
　
　
 
 
 
｜
敬
称
略
｜
 

 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
舞
 

 

　
　
　
　
　
　
小
林
勝
成
 

 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
あ
ゆ
み
 

  

　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
希
 

 

　
　
　
　
　
　
　
山
崎
明
範
 

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
　
慎
 

 

　
　
　
　
　
　
松
井
　
彩
 

 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
綾
香
 

 夏
休
み
な
ま
け
て
ば
か
り
だ
っ
た

け
ど
受
験
の
た
め
に
さ
あ
頑
張
る

ぞ
　
　
　
　
　
　
　
　
小
紫
裕
太
 

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
本
樹
里
 

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
本
政
人
 

 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
木
　
耀
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
田
瑞
紀
 

 

　
　
　
　
　
　
門
　
亮
介
 

 

粂
井
惇
希
 

 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
東
悠
磨
 

 

　
　
　
　
　
　
　
山
本
知
範
 

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
橋
　
渓
 

 
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
　
彩
 

 や
っ
て
き
た
第
一
志
望
の
高
校
へ

朝
目
覚
め
る
と
あ
あ
夢
だ
っ
た
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
田
龍
海
 

 

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笹
倉
　
恵
 

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
椿
　
貴
行
 

 

　

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
沙
也
佳
 

 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
本
高
志
 

 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
池
由
佳
 

【
後
書
】 

各
ク
ラ
ス
一
時
間
の
短
歌
学
習

の
出
会
い
で
し
た
が
、
目
を
輝
か

せ
聞
き
入
っ
て
く
れ
た
、
皆
さ
ん

の
姿
に
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。 

万
葉
以
来
先
人
達
の
残
し
て
く

れ
た
、
日
本
人
の
感
性
に
ぴ
っ
た

り
の
短
歌
。
心
に
響
く
心
地
よ
い

リ
ズ
ム
の
短
歌
を
作
り
ま
し
ょ
う
。 

　
　（
上
田
三
四
二
実
行
委
員
会
） 

第
１８
回
上
田
三
四
二
記
念
『
小

野
市
短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
』（
５
月

２６
日
（土）
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ

に
て
）
開
催
に
あ
わ
せ
て
作
品
を

募
集
し
て
い
ま
す
。 

▼
募
集
作
品
　
自
作
未
発
表
作
品

で
、
一
人
一
首
に
限
り
ま
す
。 

▼
応
募
料
　
一
般
の
部
　
１，
０

０
０
円
（
郵
送
の
場
合
は
郵
便

小
為
替
を
作
品
に
同
封
し
て
く

だ
さ
い
） 

　
小
・
中
・
高
校
生
の
部
　
無
料
 

▼
応
募
期
日
　
２
月
２８
日
（水）（
小
・

中
・
高
校
生
の
部
は
１
月
１５
日

（月）
）
当
日
消
印
有
効
 

▼
応
募
方
法
　
所
定
の
用
紙
に
記

入
の
う
え
、
生
涯
学
習
課
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

▼
選
者
 
 

　
馬
場
あ
き
子
先
生
　
短
歌
結
社

「
か
り
ん
」
を
主
宰
。
現
代
歌

人
協
会
理
事
　
朝
日
歌
壇
選
者
 

　
永
田
和
宏
先
生
　
短
歌
結
社

「
塔
」
を
主
宰
。
京
都
大
学
再

生
医
科
学
研
究
所
教
授
　
朝
日

歌
壇
選
者
 

　
米
口
　
實
先
生
　
短
歌
結
社
　

「
眩
」
を
主
宰
。
日
本
歌
人
ク
ラ

ブ
参
与
　
神
戸
新
聞
歌
壇
選
者
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
生
涯
学
習
課

（
�

　
２
４
４
５
） 

〜
短
歌
の
ま
ち
小
野
〜
 

 
 
 
 
 
 
 
パ
ー
ト
Ⅱ
 

◯ 63

第
１８
回
上
田
三
四
二
記
念
 

『
小
野
市
短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
』 

　
　
　
　
　
　
　
作
品
募
集
中
 

あ
な
た
の
心
を
三
十
一
文
字
に
こ
め
て
！
 

授業のようす 
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任
期
満
了
に
伴
う
小
野
市
長
選

挙
が
１
月
２１
日
（日）
告
示
、
１
月
２８

日
（日）
投
票
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
選
挙
は
、
私
た
ち
の
生

活
に
最
も
身
近
な
市
長
を
決
め
る

大
切
な
選
挙
で
す
。
有
権
者
一
人

ひ
と
り
が
一
票
の
意
義
を
考
え
、

候
補
者
の
主
張
を
「
よ
く
見
、
よ

く
聞
き
、
よ
く
考
え
て
」
棄
権
す

る
こ
と
な
く
、
皆
さ
ん
そ
ろ
っ
て

投
票
し
ま
し
ょ
う
。 

▼
投
票
で
き
る
方
　
昭
和
６２
年
１

月
２９
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、

平
成
１８
年
１０
月
２０
日
ま
で
に
小

野
市
に
住
民
登
録
を
行
い
、
引

き
続
き
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
。 

▼
投
票
で
き
な
い
方
　
平
成
１８
年

１０
月
２１
日
以
降
に
小
野
市
に
転

入
届
を
し
た
方
、
市
外
へ
転
出

し
た
方
、
こ
の
他
、
公
民
権
が

停
止
さ
れ
て
い
る
方
は
今
回
投

票
で
き
ま
せ
ん
。 

※
転
居
し
た
場
合
　
平
成
１９
年
１

月
１５
日
ま
で
に
市
内
で
転
居
の

届
け
出
を
し
た
方
は
、
新
し
い

住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
１

月
１６
日
以
降
に
転
居
の
届
け
出

を
し
た
方
は
、
前
の
住
所
地
の

投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
投
票
の
日
時
　
１
月
２８
日
（日）

７
時
か
ら
２０
時
ま
で
 

　
　
本
市
で
は
、
同
一
世
帯
連
名

の
「
投
票
所
入
場
券
」
を
ハ
ガ

キ
で
郵
送
し
て
い
ま
す
。
各
自

が
自
分
の
部
分
を
切
り
取
り
、

投
票
所
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
万
一
「
投
票
所
入
場
券
」
を

紛
失
ま
た
は
忘
れ
た
場
合
で
も

投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所

で
係
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

▼
当
日
に
仕
事
、
買
物
、
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
の
予
定
の
あ
る
方
は
期
日

前
投
票
を
！
 

　
　
投
票
日
に
次
の
理
由
に
該
当

す
る
見
込
み
の
方
は
、
前
も
っ

て
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。 

①
職
務
ま
た
は
業
務
に
従
事
す
る

場
合
。 

②
用
務
や
事
故
の
た
め
、
そ
の
属

す
る
投
票
区
の
区
域
外
に
旅
行

中
ま
た
は
滞
在
を
す
る
場
合
。 

③
病
気
や
け
が
、
妊
娠
な
ど
で
歩

く
こ
と
が
困
難
な
場
合
。 

▼
期
日
前
投
票
の
期
間
　
１
月
２２

日
（月）
か
ら
１
月
２７
日
（土）
ま
で
 

▼
期
日
前
投
票
の
時
間
　
８
時
３０

分
か
ら
２０
時
ま
で
 

▼
期
日
前
投
票
の
場
所
　
市
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
室
（
市
役
所

東
庁
舎
） 

▼
期
日
前
投
票
に
必
要
な
も
の
 

・
投
票
所
入
場
券
が
届
い
て
い
る

場
合
は
、
そ
の
入
場
券
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。 

・
印
鑑
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

▼
施
設
で
の
不
在
者
投
票
　
県
選

挙
管
理
委
員
会
が
指
定
す
る
病

院
や
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
院
（
入

所
）
中
の
方
は
、
施
設
の
管
理

者
に
申
し
出
れ
ば
、
施
設
内
で

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。 

▼
自
宅
で
の
不
在
者
投
票
 

①
一
定
の
程
度
以
上
、
身
体
に
重

度
の
障
害
が
あ
り
、
投
票
所
に

行
け
な
い
方
は
、
自
宅
で
不
在

者
投
票
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合

は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
が
発

行
す
る
「
郵
便
投
票
証
明
書
」

が
必
要
で
す
。
該
当
す
る
方
で
、

郵
便
投
票
証
明
書
の
有
効
期
限

切
れ
の
方
、
ま
た
は
、
新
規
に

申
請
さ
れ
る
方
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
等
を
ご
持
参
の
う
え
、

本
人
ま
た
は
代
理
人
が
市
選
挙

管
理
委
員
会
へ
手
続
き
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。 

②
投
票
用
紙
は
、
１
月
２４
日
（水）
ま

で
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
告
示

日
の
前
で
も
請
求
で
き
ま
す
。 

▼
代
理
・
点
字
投
票
　
身
体
の
障

害
や
目
が
不
自
由
な
た
め
、
投

票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
が
書

け
な
い
方
の
た
め
の
制
度
で
す
。 

　
　
選
挙
の
当
日
に
は
、
遠
慮
せ

ず
、
投
票
所
の
係
員
に
、
代
理

投
票
ま
た
は
点
字
投
票
を
希
望

す
る
旨
を
は
っ
き
り
と
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
場
合
で
も
、

投
票
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。 

▼
詳
細
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
�

　

１
０
０
７
） 

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
が

西
庁
舎
１
階
か
ら
東
庁
舎
（
左
図

参
照
）
へ
移
転
し
ま
し
た
。 

東
庁
舎
は
駐
車
場
に
隣
接
し
、

期
日
前
投
票
な
ど
が
よ
り
便
利
に

な
り
ま
す
。 

平
成
１６
年
度
の
国
民
保
護
法
の

施
行
に
伴
い
、
本
市
に
お
い
て
も

国
民
保
護
計
画
を
策
定
し
て
い
ま

す
。 こ

れ
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

「
武
力
攻
撃
事
態
等
」
が
発
生
し

た
場
合
に
お
い
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
生
命
や
財
産
を
ど
の
よ
う
に

守
る
か
を
定
め
る
計
画
で
す
。 

そ
こ
で
、
こ
の
た
び
市
国
民
保

護
計
画
の
素
案
を
作
成
し
ま
し
た

の
で
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
、
参
考
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

▼
閲
覧
・
提
出
期
間
　
１
月
５
日

（金）
か
ら
１
月
２２
日
（月）
 

▼
閲
覧
方
法
　
市
民
安
全
部
防
災

企
画
グ
ル
ー
プ
で
閲
覧
い
た
だ

き
、
ご
意
見
が
あ
る
方
は
、
住

所
、
氏
名
、
意
見
等
の
内
容
を

明
記
の
う
え
、
ご
提
出
く
だ
さ

い
。 

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
　
〒
６

７
５
　

―
　

１
３
８
０
 
小
野
市
王

子
町
８
０
６
　

―
　

１
 
小
野
市
市

民
安
全
部
防
災
企
画
グ
ル
ー
プ

（
�

　
３
３
８
７
、
フ
ァ
ク
ス

　
１
０
９
３
） 

小
野
市
長
選
挙
 

小
野
市
長
選
挙
 市政
を
託
す
 

　
あ
な
た
の
一
票
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市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
が
 

　
　
　
　
　
　
　
移
転
し
ま
し
た
 

至加東市 

【東庁舎】 

至三木市 

コンビニ 

市役所 消防本部 

商工会館 

伝統産業 
会館 

コミセン 
おの 

東側駐車場 
市
選
挙
管
理
 

委
員
会
事
務
室
 

池 

池 

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
 

市
国
民
保
護
計
画
策
定
に
伴
う
 

　
　
　
　
意
見
募
集
に
つ
い
て
 

◯ 63

◯ 63



「
小
野
八
ヶ
池
自
然
公
園
」

「
小
野
八
ヶ
池
自
然
公
園
」
が
完
成

が
完
成
 

　
　
い
よ
い
よ
２
月
１

　
　
い
よ
い
よ
２
月
１
日
（木）
オ
ー
プ
ン
！

オ
ー
プ
ン
！
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河
合
中
町
八
ヶ
池
北
側
で
整
備

を
進
め
て
い
ま
し
た
「
小
野
八
ヶ

池
自
然
公
園
」
が
完
成
し
、
昨
年

１２
月
１６
日
に
竣
工
式
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
記
念
式
典
の
後
、
市
内

の
小
学
生
が
参
加
す
る
「
ヴ
ィ
ッ

セ
ル
神
戸
サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

公
園
内
に
は
、
夜
間
も
使
用
で

き
る
多
目
的
ド
ー
ム
（
龍
翔
ド
ー

ム
）
や
屋
外
コ
ー
ト
が
あ
り
、
芝

生
広
場
・
親
水
池
・
こ
ど
も
広
場

等
、
楽
し
い
施
設
も
揃
っ
て
い
ま

す
。
水
と
緑
に
囲
ま
れ
た
「
小
野

八
ヶ
池
自
然
公
園
」
に
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。 

▼
使
用
開
始
日
　
２
月
１
日
（木）
９

時
か
ら
 

▼
申
し
込
み
開
始
日
　
１
月
２
日

（火）
９
時
か
ら
 

※
１
月
の
受
付
は
１７
時
ま
で
。
２

月
か
ら
は
２１
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。 

▼
使
用
時
間
お
よ
び
定
休
日
 

　
平
日
　
９
時
か
ら
２２
時
ま
で
 

　
土
日
祝
祭
日
　
８
時
か
ら
２２
時

ま
で
 

　
定
休
日
　
毎
月
第
４
月
曜
日
 

※
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
。
　

年
末
年
始
は
12
月
３１
日
か
ら
１

月
１
日
ま
で
 

▼
使
用
料
金
 

　
多
目
的
ド
ー
ム
　
 

　
１，
５
０
０
円
/
１
時
間
（
半

面
使
用
の
場
合
は
８
０
０
円
） 

　
屋
外
コ
ー
ト
　
 

　
１，
０
０
０
円
/
１
時
間
（
半

面
使
用
の
場
合
は
５
０
０
円
） 

※
夜
間
使
用
の
場
合
は
別
途
照
明

料
金
が
必
要
で
す
。 

※
使
用
料
の
減
免
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
受
付
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

▼
申
し
込
み
方
法
 

　
市
内
在
住
の
方
　
使
用
日
に
属

す
る
月
の
前
月
の
初
日
か
ら
。

市
外
の
方
　
使
用
日
に
属
す
る

月
の
前
月
の
１５
日
前
か
ら
。 

▼
申
し
込
み
先
　
小
野
八
ケ
池
自

然
公
園
内
管
理
事
務
所
（
河
合

中
町
９
４
２
番
地
）（
�

　
５

５
５
０
・
フ
ァ
ク
ス
　
５
５
５

６
） 

地
元
農
産
物
を
用
い
た
こ
だ
わ

り
の
品
４
品
が
、
市
を
代
表
す
る

特
産
品
の
目
印
で
あ
る
「
小
野
う

ま
い
も
ん
ブ
ラ
ン
ド
」
認
証
を
新

た
に
受
け
ま
し
た
。 

ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
（
サ
ン
パ

テ
ィ
オ
お
の
・
小
野
物
産
館
オ
ー

ス
ト
）
等
で
販
売
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
農
政
課
 

　（
�

１
９
２
８
） 

市
内
で
栽
培
・
加
工
・
販
売
さ

れ
て
い
る
小
麦
「
ふ
く
ほ
の
香
」

の
利
用
拡
大
の
た
め
、
お
菓
子
や

料
理
な
ど
家
庭
で
作
れ
る
ア
イ
デ

ア
レ
シ
ピ
を
広
く
募
り
ま
す
。 

▼
募
集
部
門
　
小
野
産
小
麦
粉
「
ふ

く
ほ
の
香
」
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
、

料
理
の
種
類
は
問
い
ま
せ
ん
。 
 

▼
応
募
期
間
　
２
月
１３
日
（火）
ま
で
 

▼
応
募
方
法
　
農
政
課
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
応
募
用

紙
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。 

▼
審
査
　
３
月
開
催
の
審
査
会
に

現
物
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
賞
　
優
秀
賞
１
点
（
賞
金
１
万

円
＋
記
念
品
の
予
定
）
等
。
入

賞
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者
に

属
し
、
小
麦
Ｐ
Ｒ
の
た
め
広
く

公
開
し
ま
す
。 

▼
主
催
　
小
野
市
農
産
物
特
産
品

開
発
委
員
会
・
小
野
産
小
麦
を

広
め
よ
う
会
 

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
　
農
政

課
（
�

　
１
９
２
８
） 

 
収
穫
後
の
農
薬
散
布
が
な
い

安
全
・
安
心
の
小
野
市
産
小
麦
粉

は
、
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
内
（
サ

ン
パ
テ
ィ
オ
お
の
・
小
野
物
産
館

オ
ー
ス
ト
）
で
販
売
中
！
。 
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小
野
う
ま
い
も
ん
ブ
ラ
ン
ド
 

新
た
に
4
品
が
仲
間
入
り
 

・「
粗
び
き
粉
」　
　（１
㎏
４
２
０
円
）

手
打
ち
う
ど
ん
な
ど
中
力
粉
と

し
て
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。 

・「
き
ぬ
こ
し
粉
」（
１
㎏
４
２
０
円
） 

　
細
や
か
な
粉
で
菓
子
類
等
を
し
っ

と
り
仕
上
げ
ま
す
。 

・「
小
麦
の
皮
」（
１
㎏
３
１
５
円
）

ミ
ネ
ラ
ル
を
豊
富
に
含
む
玄
麦

で
、
風
味
と
食
感
が
増
し
ま
す
。 

小
野
市
産
小
麦
を
使
っ
た
 

　
ア
イ
デ
ア
レ
シ
ピ
大
募
集
 

（奥）ポン菓子 
（手前左）パッションフルーツ 
（手前右）ジャム 

ＯＮＯブルー 
ベリージャム 

 

株式会社トレス 
（� 　7555） 

 
 

番号 

28

29

30

31

商品名 
 
パッション 
フルーツ 

 

ふくほの香 
ポン菓子 

 
ＯＮＯパッ 
ションジャム 

 

生産・製造者名 
 小野市パッション 
フルーツ研究会 
（� 　1928） 

小野のポン屋 
（� 　7272） 

 

特　徴 
 南国生まれで花と実が楽しめるトケ

イソウ。香りにリラックス効果があ
ります（旬は夏から秋）。 

小野産小麦「ふくほの香」を使用し、
小麦の香りを大切にした昔懐かしい
自然食です。 

地元産果実をふんだんに使い、ノン
シュガーでカロリーを抑えたヘルシー
なジャム。 

◯ 63

◯ 66

◯ 66

か 

「
小
野
八
ヶ
池
自
然
公
園
」

「
小
野
八
ヶ
池
自
然
公
園
」
が
完
成

が
完
成
 

　
　
い
よ
い
よ
２
月
１

　
　
い
よ
い
よ
２
月
１
日
（木）
オ
ー
プ
ン
！

オ
ー
プ
ン
！
 

「
小
野
八
ヶ
池
自
然
公
園
」
が
完
成
 

　
　
い
よ
い
よ
２
月
１
日
（木）
オ
ー
プ
ン
！
 

は

ち

が

い

け

 

り
ゅ
う
し
ょ
う
 

◯ 66

◯ 66

大いにご活用ください 
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●特別職の報酬等の状況（平成18年4月1日現在） 

市長 

助役 

収入役 

議長 

副議長 

議員 

市長 

助役 

収入役 

議長 

副議長 

議員 

 

 給料月額等 

993，000円 

825，000円 

704，000円 

528，000円 

449，000円 

409，000円 

 2．10月分 

2．35月分 

4．45月分 

 

6月期 

12月期 

計 

 

給
　
料
 

   

報
　
酬
 

   

期
末
手
当
 

  

●ラスパイレス指数の状況（一般行政職：各年4月1日現在） 

※1

※2

●職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額 ●職員の期末手当および勤勉手当の支給状況 

●職員の初任給の状況（平成18年4月1日現在） 

一般行政職 
176,800円 

148,000円 

 

大学卒 

高校卒 

44.0歳 

43.9歳 

40.4歳 

49.2歳 

47.2歳 

48.4歳 

40.3歳 

51.2歳 

180,400円 

145,400円 

 

360,800円 

365,404円 

328,477円 

346,600円 

344,576円 

286,500円 

337,800円 

470,300円 

 

399,981円 

427,323円 

381,212円 

361,821円 

387,856円 

318,595円 

377,411円 

550,373円 

 

（Ⅱ種）170,200円 

（Ⅲ種）138,400円 

 

技能 

労務職 

 

区　　分 

 

 小野市（H18.4.1現在） 

 

 
兵庫県（H17.4.1現在） 

 

 
国（H18.4.1現在） 

 

 
小野市（H18.4.1現在） 

 

 
兵庫県（H17.4.1現在） 

 

 
国（H18.4.1現在） 

 

 
消防職（H18.4.1現在） 

 

 
教育職（H18.4.1現在） 

 

 

平均給料月額 

 

 

平均給与月額 

 

 

平　均 
年　齢 
 

●人件費の状況（普通会計決算） 

 

※人件費には、市長や市議会議員等に支給される給与・報酬を含みます。普通会計とは、水道、市民病院などの企業会計を除いたものです（以下同じ）。 

●職員給与費の状況（18・17年度普通会計予算） 

※給与費は当初予算に計上された額（退職手当除く）です。 

 

※1

※2

「給与」とは、給料月額に扶養手当などの諸手当を加えたものです。 
ただし、時間外勤務手当、特殊勤務手当は除いています。 
教育職には、小学校・中学校勤務の教諭は含まれていません。 

※（　）内は、再任用職員に関わる支給割合です。 

住民基本台帳人口 
（年度末） 

17,244,806千円 

 

343,449千円 

 

3,425,002千円 

 

19.9％ 

 

18.5％ 

 

17年度 

 

 

 

18年度 

17年度 

 

 

341人 

347人 

1,453,865千円 

1,471,841千円 

 

 

309,242千円 

403,053千円 

 

 

605,407千円 

622,029千円 

 

期末・勤勉手当 

2,368,514千円 

2,496,923千円 

 

給　与　費 
職員数(A) 

 

１人当たり給与費 

（B/A） 

6,946千円 

7,196千円 

 

 

区　分 
給料 職員手当 計（B） 

一般 

行政職 

区　　分 

区　　分 

小野市 兵庫県 国 

小野市 国 

※市長は10％、議長、副議長、議員は5％
の期末手当の削減を実施しています。 

49,744人 

 

区　分 

 

歳出額(A) 

 

実質収支 

 

人件費(B) 

 

人件費率(B/A) 

 

16年度の人件費率 

 

1人当たり平均支給額（17年度） 

1,735千円 

（17年度支給割合） 

　期末手当　　　　勤勉手当 

　3.0月分　　　　1.45月分 

　（1.6月分）　　　（0.75月分） 

（加算措置の状況） 

職制上の段階、職務の級等による 
加算措置 

・役職加算　5～15％ 

（加算措置の状況） 

職制上の段階、職務の級等による 
加算措置 

・役職加算　5～20％ 

・管理職加算　10～25％ 

左に同じ 

－ 

105

100

95

小野市 類似団体平均 全国市平均 

（H12） 
100.7

（H17） 
96.8

（H17） 
95.9

（H17） 
97.6

（H12） 
100.8

（H12） 
101.7

ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地
方公務員の給与水準を示す指数です。 
 
類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラス
パイレス指数を単純平均したものです。 

市民の皆さんに市職員の給与・定員管理の実態を知っていただくため、今年度の状況をお知らせします。 
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●部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在） 

●平成18年度市民100人当たり職員数 

対前年 

職員数 

公営 

企業 

等 

会計 

部門 

 

 

 

 

 

議会 

総務企画 

税務 

 

 

衛生 

農林水産 

商工 

土木 

小計 

教育 

消防 

小計 

病院 

水道 

下水道 

その他 

小計 

 

平成 

17年 

3 

67 

16 

 

 

27 

17 

5 

39 

211 

66 

62 

128 

178 

15 

5 

19 

217 

556

4 

68 

17 

 

 

28 

17 

5 

38 

211 

69 

62 

131 

182 

17 

5 

16 

220 

562 

 

△ 1 

△ 1 

△ 1 

 

 

△ 1 

0 

0 

1 

0 

△ 3 

0 

△ 3 

△ 4 

△ 2 

0 

3 

△ 3 

△ 6

退職者不補充 

事務の効率化 

事務の効率化 

 

 

事務の効率化 

 

　 

市街地景観整備事業等の充実　 

　 

事務の効率化 

　 

　 

産婦人科閉鎖による職員減 

水道事業の民間委託による職員減 

 

国保、介護事業の充実 

主 な 増 減 理 由  

※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣 
　職員などを含んでいますが、臨時または非常勤職員は除いています。 
 

一
般
行
政
部
門
 

特別 

行政 

部門 

 

職　　員　　数 
平成 

18年 

※上の表は平成18年4月1日現在の市民100人当たりの職員数（職員数は病院職員、消防 
　職員を除いた数です。）を示したものです。 
　小野市は県内29市のうち加古川市に次いで2番目に少ない職員数（0.635人）となって 
　います。 
 

人事行政の運営状況についての詳しい内容は、市総務 
課のホームページで見ることができます。 
URL　http://www.city.ono.hyogo.jp/̃somu

〈取り組み内容〉 
①定員の適正化 
事務職員の採用については、過去2年間凍結してき
ましたが、市民サービスを充実させるため、平成18
年度は6名を新規採用しました。これからも外部委
託などを実施し、業務の効率化を進め、定員の適正
化に努めてまいります。 

②「給与構造改革」の実施 
 国における「給与構造改革」を踏まえ所要の措置
　を行いました。 
・調整手当の廃止 
  （約１億６千万円の削減見込み） 
・勤勉手当への勤務成績導入 
 他の自治体に先がけ、能力成果主義を実現するた 
　めに、管理職の職員を対象に、平成18年度から勤
　勉手当に成績率を導入しました。成績率および支
　給対象職員割合は次のとおりです（各期）。  

・特殊勤務手当の見直し 
　（約3,900万円の削減見込み） 
　趣旨に合わない手当を廃止：18手当→5手当に削減 

③懲戒処分基準の見直し 
最近の飲酒運転事故等の状況を踏まえ、処分基
準を見直しました。主な改正点は次のとおりです。  
 ・飲酒運転（酒酔い、酒気帯び）をした場合は 
　 原則免職としました。 
 ・飲酒運転の同乗者またはほう助者についても
　 処分対象（免職、停職、減給）としました。  

※地方公共団体定員管理調査による（各年4月1日現在） 

※上記の人件費には、投資的経費に係る人件費は含まれていません。 

 

民生 37 34 3
障害者自立支援法施行および 

少子化対策事業に伴う人員増 

1.4

1.3

1.2

1.1

1.0

0.9

0.8

0.7

0.6

0.5

小
野
市
 

（人） 

県内で極めて少ない職員数 （市
民100人当たり　0.635人） 

職員数（人） 市全体職員数の推移 
620

600

580

560

540

◆ 
◆ 

◆ 

◆ 

◆ ◆ ◆ 

615 612 615

598

579

562

556

12 13 14 15 16 17 18（年度） 

普通会計人件費の推移 

12 13 14 15 16 17（年度） 

人件費 
（百万円） 
3,700

3,600

3,500

3,400

3,631
3,655

3,558
3,437

3,382
3,323

3,300

3,200

■ 
■ 

■ 

■ 
■ 

■ 

特に優秀 

優秀 

良好（標準） 

良好（標準）未満 

区　分 成績率 支給対象割合 

86/100 

78.5/100  

71/100 

71/100未満 

5％程度 

25％程度 

合　　　計 

～　人事行政の取り組み　～ 



小野市ハートフルゴルフ 
委員会事務局 
（市民サービス課内） 
〒６７５－１３８０ 
小野市王子町８０６－１ 
�　　　　　１０１３ 
ファクス　　１０４７ 

好
古
館
と
文
化
財
　
　
教
科
書
シ
リ
ー
ズ
1

「
庭
訓
往
来
〜
寺
子
屋
の
読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
〜

」 

て
い
き
ん
お
う
ら
い
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
は
、
学
校
生
活
の

必
需
品
で
あ
る
「
教
科
書
」
を
連

載
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！
 

皆
さ
ん
が
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ

て
通
学
さ
れ
た
よ
う
に
、
江
戸
時

代
の
子
ど
も
も
６
〜
８
歳
に
な
る

と
、
学
校
【
寺
子
屋
】
へ
行
っ
て

勉
強
し
ま
し
た
。 

【
寺
子
屋
】
で
は
、
お
坊
さ
ん

や
お
医
者
さ
ん
・
庄
屋
さ
ん
が
、

読
み
・
書
き
・
そ
ろ
ば
ん
を
教
え

て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
日
本

人
の
識
字
率
が
高
か
っ
た
と
い
わ

れ
る
理
由
は
、
こ
の
【
寺
子
屋
】

が
全
国
に
広
ま
っ
た
こ
と
と
関
係

し
ま
す
。
小
野
市
に
も
、
江
戸
時

代
終
わ
り
ご
ろ
に
か
け
て
、【
寺
子

屋
】
が
３１
か
所
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。 

子
ど
も
が
使
っ
て
い
た
教
科
書

は
『
庭
訓
往
来
』
を
は
じ
め
と
す

る
往
来
物
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

往
来
物
と
は
、
本
来
、
手
紙
の

や
り
取
り
を
綴
っ
た
も
の
で
、
江

戸
時
代
に
は
約
７，
０
０
０
以
上

の
『
○
○
往
来
』
と
題
し
た
教
科

書
が
作
ら
れ
る
ほ
ど
人
気
が
あ
っ

た
と
か
。
勉
強
の
仕
方
は
、
先
生

か
ら
手
紙
形
式
に
書
か
れ
た
文
字

を
習
字
（
手
習
い
）
し
、
読
み
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を
学
ん
で
い

ま
し
た
。 

教
科
書
の
内
容
は
、
一
人
前
の

人
間
に
な
る
た
め
に
修
得
す
べ
き

教
養
・
知
識
・
技
術
と
い
っ
た
も

の
が
多
く
、
手
紙
の
書
き
方
、
家

業
に
必
要
な
言
葉
、
そ
し
て
道
徳

な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

【
寺
子
屋
】
で
は
、
生
活
し
て

い
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
勉
強

し
て
い
た
ん
で
す
ね
。 

 

な
お
、
賞
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
内
６
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
よ
り
提
供

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

第
１４
回
ハ
ー
ト
フ
ル
ゴ
ル
フ
デ
ー

が
１１
月
１３
日
に
来
住
町
に
あ
る
小

野
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

朝
も
や
の
中
の
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
が
、
日
中
は
天
候
に
恵

ま
れ
、
暖
か
な
秋
晴
れ
の
中
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
は
力
い
っ
ぱ
い
プ

レ
ー
さ
れ
ま
し
た
。 

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

市
ハ
ー
ト
フ
ル
ゴ
ル
フ
委
員
会

主
催
の
ゴ
ル
フ
デ
ー
も
今
回
で
１５

回
目
を
迎
え
ま
す
。
ま
だ
参
加
し

た
こ
と
が
な
い
と
い
う
方
も
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

▼
開
催
日
　
２
月
１６
日
（金）
 

▼
場
所
　
富
士
Ｏ
Ｇ
Ｍ
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ

小
野
コ
ー
ス
（
長
尾
町
） 

▼
募
集
人
員
　
８０
名
（
２０
組
）
先

着
順
 

▼
参
加
資
格
　
市
内
在
住
の
方
、

ま
た
は
市
内
に
勤
務
の
方
 

▼
競
技
方
式
　
１８
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー

ク
プ
レ
ー
（
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
） 

▼
参
加
料
　
 

　
セ
ル
フ
　
８，
０
０
０
円
（
消

費
税
、
昼
食
代
、
飲
み
物
代
は

別
途
） 

※
お
支
払
い
は
当
日
と
な
り
ま
す
。 

▼
申
し
込
み
方
法
　
直
接
ゴ
ル
フ

場
へ
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
際
、「
ハ
ー
ト
フ
ル
ゴ
ル
フ

の
申
し
込
み
」
で
あ
る
こ
と
を

お
伝
え
く
だ
さ
い
。 

▼
注
意
事
項
　
１
名
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
４
名
未
満

の
場
合
は
、
他
の
方
と
の
組
み

合
わ
せ
と
な
り
ま
す
。 

▼
申
し
込
み
期
間
　
１
月
１
日
（祝）

か
ら
 

▼
そ
の
他
　
男
女
総
合
５
位
ま
で

賞
品
を
贈
り
、
市
広
報
紙
等
に

掲
載
し
ま
す
。 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
 

　
〒
６
７
５
　

―
　

１
３
１
４
　
小
野

市
長
尾
町
真
谷
８
３
５
　

―
　

１
５

富
士
Ｏ
Ｇ
Ｍ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

小
野
コ
ー
ス
（
�

　
１
８
１
１
・

フ
ァ
ク
ス
　
７
９
１
８
） 

お
う
ら
い
も
の
 

て
い
き
ん
お
う
ら
い
 

て
ら
こ
　
や
 

当時の教科書の表紙（右上）と内容 
 

小
野
市
ハ
ー
ト
フ
ル
ゴ
ル
フ
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

小
野
市
ハ
ー
ト
フ
ル
ゴ
ル
フ
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

小
野
市
ハ
ー
ト
フ
ル
ゴ
ル
フ
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

第
１４
回
ハ
ー
ト
フ
ル
 

　
ゴ
ル
フ
デ
ー
開
催
結
果
！
 

第
１５
回
ハ
ー
ト
フ
ル
 

ゴ
ル
フ
デ
ー
参
加
者
募
集
！！
 

◯ 63

◯ 63
◯ 63

◯ 63

主　　　催 

１位 

２位 

３位 

４位 

５位 

 

大西　幸博 

加門　　徹 

小林　　新 

吉田　良一 

小倉　貴司 

 

90 

90 

96 

89 

76 

 

20.4 

18.0 

24.0 

16.8 

 3.6 

 

69.6 

72.0 

72.0 

72.2 

72.4 

 

ネット ハンディ グロス 氏　　名 

第14回のようす 

つ
づ
 

平
成
平
成
１９
年
度
年
度
 

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
募
集

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
募
集
 

 人生山あり谷あり。 
思慮分別をもって真っ
すぐに生きるんだろ。
「やる気、元気、豪起！」
　　　（母　真代さん） 

　優姫は家族みんなの笑
顔の素！おてんば娘で追
いかけるのは大変だけど
元気がなにより！！ねっ、
優ちゃん　　　　　　
　　　（母　絵美さん） 

　毎日、沢山の事を覚
え、私たちを驚かせ、
笑わせてくれる汐璃ちゃ
ん。これからも、毎日
笑顔たやさず元気いっ
ぱい、スクスク育って
ね。　（母　史恵さん） 

わが家の　アイドル 

山中　豪起ちゃん 
（中町・1歳3ヶ月） 
 

やまなか　    ごうき 

長谷川　汐璃ちゃん 
（中町・1歳4ヶ月） 

は せ が わ 　　  しおり 

（天神町・1歳4ヶ月）

くろだ　　　ゆう き 

黒田　優姫ちゃん 

　たれ目がトレードマー
クの一颯！ニッコリ笑っ
てみんなを幸せにして
くれます。スクスク元
気に育ってね。　　　
　　　（母　美保さん） 

川本　一颯ちゃん 
（長尾町・1歳3ヶ月） 

かわもと　　 いぶき 
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広
報
「
お
の
」
で
は
、「
わ
が

家
の
ア
イ
ド
ル
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
、

平
成
１９
年
度
４
月
号
か
ら
１
年
間

を
通
し
て
紹
介
す
る
お
子
さ
ん
を

募
集
し
ま
す
。 

▼
対
象
　
平
成
１８
年
１
月
１
日
か
ら

平
成
１８
年
１２
月
３１
日
の
間
に
生

ま
れ
た
市
内
在
住
の
お
子
さ
ん
 

▼
募
集
人
員
　
４８
名
（
男
女
２４
名
） 

▼
応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
お
子
さ

ん
の
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

性
別
・
生
年
月
日
・
保
護
者
氏

名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
応
募
締
め
切
り
日
　
２
月
１６
日

（金）
必
着
 

※
お
子
さ
ん
１
名
に
つ
き
、
ハ
ガ

キ
１
枚
に
限
定
し
ま
す
。 

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
の

う
え
、
決
定
し
ま
す
。（
抽
選

結
果
は
後
日
、
郵
送
に
て
通
知

し
ま
す
。） 

※
応
募
時
に
は
、
お
子
さ
ん
の
写

真
の
添
付
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

▼
宛
先
　
〒
６
７
５
　

―
　

１
３
８
０
 

小
野
市
王
子
町
８
０
６
　

―
　

１
 
小

野
市
総
務
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
サ
ー
ビ

ス
課
（
�

　
１
０
１
３
） 

おの
検定お知らせ

（１月
・２月）

おの
検定お知らせ

（１月
・２月）

※詳細については、昨年の広報おの4
月号および市ホームページをご覧く
ださい。 
　主催・問い合わせ先 
　生涯学習課（�　 2445・ファクス
　1 8 4 2） 

▼
 

◯ 63
◯ 63

◯ 63

1月  7日（日） 

1月21日（日） 

2月  4日（日） 

2月18日（日） 

13:30～16:30 

10:00～12:00 

13:30～16:30 

10:00～12:00 

 

コミセン 
おおべ 
 

日　程 
 

時　間 
 

場　所 
 

図書館 
 コミセン 

いちば 
 

図書館 
 

平
成
平
成
１９
年
度
年
度
 

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
募
集

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
募
集
 

平
成
１９
年
度
 

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
募
集
 

10月31日 
東っ子祭での 
ようす 
（小野東小学校） 

11月3日 
中番フェスティ 
バルでのようす 
（中番小学校） 

ふれあいひろば ふれあいひろば 
このコーナーはみなさんと　一緒につくるページです。 

いきいきと活動してい　る人や、暮らしの中で 
　思ったことなどいっ　ぱい教えてください。 
　　お気軽に総務部市　民サービス課まで。　 
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タウン・トピックス 

去
る
１１
月
１３
日
、
旭
丘
中
学
校
体
育
館
で
「
合
同
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
」

が
見
出
し
の
テ
ー
マ
に
よ
り
開
催
さ
れ
、
中
番
小
学
校
６
年
生
全
員
が
参

加
し
ま
し
た
。
実
験
を
交
え
た
楽
し
い
講
演
で
、
食
品
に
含
ま
れ
る
添
加

物
が
ど
ん
な
物
で
、
使
わ
れ
る
目
的
、
体
に
ど
ん
な
悪
影
響
が
あ
る
か
と

い
う
お
話
で
し
た
。
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
に
も
油
や
塩
、
添
加
物
が
多
く
含
ま

れ
る
と
い
う
説
明
も
あ
り
ま
し
た
。
一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
、
皆
の
好
き

な
炭
酸
飲
料
を
作
っ
た
事
で
す
。
最
初
、
ブ
ド
ウ
糖
果
糖
液
糖
と
炭
酸
水

を
混
ぜ
て
飲
む
と
す
ご
く
甘
く
て
飲
め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
香
料
（
レ
モ

ン
の
果
汁
）
を
少
し
入
れ
る
と
、
何
の
抵
抗
も
無
く
飲
め
た
の
に
は
驚
く

反
面
怖
さ
（
糖
分
の
取
り
す
ぎ
）
を
感
じ
ま
し
た
。「
添
加
物
、
糖
分
の
取

り
す
ぎ
、
安
い
油
は
体
に
悪
い
事
を
知
識
と
し
て
憶
え
て
く
だ
さ
い
。
食

べ
る
か
ど
う
か
は
本
人
次
第
で
す
が
、
今
日
の
話
を
一
番
聞
い
て
欲
し
い

の
は
お
母
さ
ん
方
で
す
。
子
ど
も
達
は
、
お
母
さ
ん

の
料
理
を
無
条
件
で
信
用
し
食
べ
る
事
を
忘
れ
な
い

で
」
と
の
こ
と
で
し
た
。「
食
育
」
と
い
う
言
葉
を

よ
く
聞
き
ま
す
が
、
講
演
を
聞
き
、
改
め
て
普
段
何

気
な
く
食
べ
る
物
の
怖
さ
が
分
か
り
、
家
族
の
健
康

を
預
か
る
者
と
し
て
非
常
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
ま
ち
の
特
派
員
〈
中
番

小
学
校
区
担
当
〉
井
上
貴
美
子
さ
ん
情
報
提
供
） 

河
合
地
区
元
気
ア
ッ
プ
団
体
〈
青
野
原
た
ん
ぽ
ぽ
〉
を

紹
介
し
ま
す
。
男
性
６
名
、
女
性
６
名
の
メ
ン
バ
ー
で
月
に

１
度
、
青
野
原
町
の
高
齢
者
の
方
々
の
心
身
の
健
康
維
持
と

親
睦
を
目
的
と
し
て
平
成
１３
年
か
ら
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

園
児
と
の
交
流
、
映
画
会
、
健
康
相
談
、
季
節
の
行
事
、
遠

足
な
ど
月
ご
と
に
内
容
を
変
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

１１
月
は
保
健
師
・
歯
科
衛
生
士
を
招
い
て
健
康
測
定
を

し
な
が
ら
健
康
相
談
、
次
に
食
べ
る
、
飲
み
込
む
た
め
の
筋

肉
の
大
切
さ
を
実
際
に
ビ
ス
ケ
ッ
ト
や
ゴ
マ
を
食
べ
て
み
て

体
験
さ
れ
ま
し
た
。
お
昼
は
、
助
成
メ
ン
バ
ー
手
作
り
の
季

節
の
炊
き
込
み
ご
飯
、
山
で
採
っ
た
し
ば
は
り
の
す
ま
し

汁
、
果
物
と
心
づ
く
し
の
メ
ニ
ュ
ー

で
す
。
毎
回
、
約
２５
名
の
参
加
が
あ

り
、
男
性
の
方
も
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

「
あ
ま
り
外
に
出
な
い
の
で
、
大
勢
と

話
が
で
き
て
う
れ
し
い
」
と
と
て
も

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

（
ま
ち
の
特
派
員
〈
河
合
小
学
校
区
担

当
〉
小
林
裕
子
さ
ん
情
報
提
供
） 

去
る
１１
月
２
日
、
３
日
に
中
番
小
学
校
で
今
年
２

回
目
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
が
開
か
れ
ま
し
た
。
２

日
は
授
業
参
観
、
３
日
は

和
太
鼓
演
奏
・
み
こ
し
ね
り
・

出
店
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

和
太
鼓
で
は
５
・
６
年

生
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
、

み
こ
し
ね
り
は
手
作
り
の

カ
ラ
フ
ル
な
み
こ
し
に
は
っ

ぴ
、
出
店
は
ボ
ー
ル
す
く

い
や
宝
探
し
等
趣
向
を
凝

ら
し
た
も
の
ば
か
り
で
し
た
。 

父
兄
の
方
々
も
、
我
が

子
と
と
も
に
楽
し
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
。（
ま
ち
の
特

派
員
〈
中
番
小
学
校
区
担

当
〉
山
本
 

正
さ
ん
情
報

提
供
） 

去
る
１２
月
２
日
、
旭
丘
中
学
校
で
「
あ
さ
ひ
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大

部
、
中
番
、
下
東
条
小
学
校
の
６
年
生
と
小
野
養
護
学
校
の
生
徒
達
が
歌
っ
た

り
踊
っ
た
り
楽
し
い
１
日
で
し
た
。
下
東
条
小
学
校
の
６
年
生
は
、
英
語
と
韓

国
語
で
ア
ニ
メ
の
主
題
歌
を
歌
い
ま
し
た
。
上
手
な
の
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る

と
「
日
本
語
じ
ゃ
な
い
か
ら
覚
え
る
の
に
困
っ
た
！
で

も
ハ
ッ
キ
リ
英
語
で
歌
え
る
子
が
多
か
っ
た
か
ら
、
歌

え
な
い
子
も
助
け
て
も
ら
え
た
」
と
元
気
に
答
え
て
く

れ
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
紙
芝
居
も
披
露
さ
れ
、
長
い
台

詞
を
よ
く
覚
え
た
な
と
感
心
し
き
り
。
男
子
の
力
強
い

声
が
響
き
渡
り
、
変
声
期
を
迎
え
て
中
学
生
に
な
る
ん

だ
な
と
実
感
し
た
一
日
で
し
た
。（
ま
ち
の
特
派
員
〈
下

東
条
小
学
校
区
担
当
〉
木
和
田
悦
子
さ
ん
・
入
江
明
彦

さ
ん
共
同
情
報
提
供
） 

去
る
１１
月
１１
日
に
大
部
小
学
校
で
「
大
部
っ
子
ま
つ
り
」、
コ
ミ
セ
ン
お

お
べ
で
は
「
大
部
地
区
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午

前
は
各
教
室
に
分
か
れ
、
児
童
達

手
作
り
の
お
店
や
ゲ
ー
ム
を
保
護

者
と
と
も
に
楽
し
む
姿
が
印
象
的

で
し
た
。
午
後
は
コ
ミ
セ
ン
大
部

に
移
動
し
、
３
・
４
年
生
児
童
が

地
域
の
方
と
そ
ろ
ば
ん
リ
レ
ー
を

楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し

た
。（
ま
ち
の
特
派
員
〈
大
部
小

学
校
区
担
当
〉
井
上
佐
和
さ
ん
情

報
提
供
） 

中
番
小
学
校
　「
平
成
１８
年
度
　
第
2
回
 

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
」　
報
告
 

河
合
地
区
元
気
ア
ッ
プ
団
体
 

　
　
　
　〈
青
野
原
た
ん
ぽ
ぽ
〉
活
動
紹
介
 

旭
丘
中
学
校
区
合
同
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　「
と
に
か
く
食
べ
ら
れ
る
か
、
み
ん
な
で
や
っ
て
み
よ
う
」 

歌
に
踊
り
に
生
徒
が
活
躍
！
「
あ
さ
ひ
祭
」 

 

大
部
っ
子
ま
つ
り
＆
大
部
地
区
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
 



17 平成19年　広報「おの」1月号 

梯
さ
ん
の
３
回
目
と
な
る
お
里

帰
り
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

エ
ク
ラ
ホ
ー
ル
の
「
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ

イ
Ｄ
２
７
４
」
が
醸
し
出
す
感
情

豊
か
な
響
き
を
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

北
播
磨
地
域
か
ら
応
募
い
た
だ

い
た
吹
奏
楽
部
５
校
が
マ
ラ
ソ
ン

形
式
で
お
く
る
吹
奏
楽
祭
で
す
。

　
今
回
は
、
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て

大
阪
音
楽
大
学
吹
奏
楽
団
の
演
奏

を
お
お
く
り
し
ま
す
。 

▼
日
時
　
１
月
２８
日
（日）
開
演
１２
時

３０
分
（
開
場
１２
時
） 

▼
場
所
　
エ
ク
ラ
ホ
ー
ル
 

▼
入
場
料
　
無
料
 

▼
参
加
校
　
旭
丘
中
学
校
・
小
野

中
学
校
・
社
高
校
・
小
野
高
校
・

兵
庫
教
育
大
学
・
大
阪
音
楽
大

学
吹
奏
楽
団
（
出
演
順
） 

▼
時
間
　
各
回
１４
時
か
ら
約
１
時

間
 

▼
内
容
　
朗
読
『
い
つ
も
僕
の
な

か
は
光
』
よ
り
・
Ｃ
Ｄ
鑑
賞
等
 

▼
場
所
　
中
会
議
室
 

▼
参
加
料
　
無
料
 

４
月
２９
日
に
開
催
す
る
第
３
回

梯
剛
之
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
に
先

立
ち
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
梯
剛
之
を
開

講
し
ま
す
。 

素
顔
の
梯
さ
ん
を
知
る
機
会
と

し
て
ゼ
ミ
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

▼
日
程
　
次
表
の
と
お
り
 

▼
日
時
　
４
月
２９
日
（祝）
開
演
１９
時

（
開
場
１８
時
３０
分
） 

▼
場
所
　
エ
ク
ラ
ホ
ー
ル
 

▼
チ
ケ
ッ
ト
　
友
の
会
２
月
１０
日

（土）
、
一
般
２
月
１７
日
（土）
９
時
よ

り
発
売
開
始
 

▼
入
場
料
　
一
般
３,
５
０
０
円
、

高
校
生
以
下
１,
５
０
０
円
（
当

日
は
い
ず
れ
も
５
０
０
円
増
）

全
席
指
定
 

Ｙ
Ｏ
Ｇ
Ａ
教
室
を
３
回
シ
リ
ー

ズ
で
開
催
し
ま
す
。
子
育
て
中
の

方
も
そ
う
で
な
い
方
も
、
春
に
向

け
て
、
心
も
か
ら
だ
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
！
 
 

▼
日
時
　
２
月
５
日
（月）
・
１９
日
（月）

・
２６
日
（月）
 

▼
時
間
　
各
回
１０
時
３０
分
か
ら
１１

時
２０
分
 

▼
場
所
　
ス
タ
ジ
オ
A
 

▼
参
加
費
　
２，
０
０
０
円
 

　（
託
児
付
き
　
２，
５
０
０
円
） 

▼
定
員
　
２０
名
（
う
ち
、
託
児
定

員
１０
名
） 

▼
託
児
対
象
　
１
歳
か
ら
小
学
３

年
生
 

▼
講
師
　
薫
　
先
生
（
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
・
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
、
オ
レ
ン
ジ
キ
ッ

ズ
代
表
） 

▼
申
し
込
み
方
法
　
電
話
、
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
窓
口
で
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番

号
、
託
児
を
お
申
し
込
み
の
方

は
お
子
さ
ん
の
名
前
・
年
齢
・

性
別
を
明
記
の
う
え
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

▼
締
め
切
り
日
　
1
月
２０
日
（土）
 

※
応
募
多
数
の
場
合
、
抽
選
。（
全

員
の
方
に
抽
選
結
果
を
通
知
し

ま
す
。） 

エ
ク
ラ
ホ
ー
ル
の
顔
と
な
る
、

フ
ロ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
の
養
成
講
座

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
講
座
受
講

後
、
エ
ク
ラ
サ
ポ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ

フ
ロ
ン
ト
チ
ー
ム
と
し
て
、
活
躍

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。 

▼
日
時
　
２
月
３
日
（土）
　１４
時
か
ら

１６
時
 

▼
場
所
　
サ
ー
ク
ル
室
Ｃ
 

▼
申
し
込
み
方
法
　
電
話
、
ハ
ガ

キ
、
フ
ァ
ク
ス
で
、
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、

事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
後
日
改
め
て
講
座
案
内

を
お
送
り
し
ま
す
。 

▼
締
め
切
り
日
　
1
月
２０
日
（土）
 

★
『
第
３
回
姉
妹
都
市
絵
画
交
換

展
』
１
月
２４
日
（水）
か
ら
２
月
４

日
（日）
 

う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

北播磨市民活動支援センター 
 
 

【このページの問い合わせ先 】 
 

NPO法人 

TEL.0794-63-8156 
FAX.0794-62-2400 
E-mail. 
shiense@ksks-arche.jp 
URL. 
http://www.ksks-arche.jp 
エクラのホームページ 
http://www.eclat-hall.com 
 

エクラ指定管理者 

中島町72番地 

エ
ク
ラ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
案
内
 

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
梯
剛
之
 

　
　
　
　
　
〜
魂
の
響
き
〜
 

〜
国
指
定
 

　
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
〜
 

　
　
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
 

市
民
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
第
３
弾
 

〜
吹
奏
楽
〜school

楽
演
祭
Ⅱ
 

梯
剛
之
 

 
 
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
 梯 剛之氏 

 

ア
ル
シ
ェ
子
育
て
支
援
事
業
 

Ｙ
Ｏ
Ｇ
Ａ
で
心
も
か
ら
だ
も
 

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
 

フ
ロ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
座
 

兵
庫
県
が
誇
る
淡
路
人
形
座
公

演
は
、
人
形
を
通
し
て
重
厚
で
哀

歓
に
満
ち
た
舞
台
を
作
り
出
し
ま
す
。 

▼
日
時
　
３
月
４
日
（日）
開
演
１５
時

（
開
場
１４
時
３０
分
） 

▼
場
所
　
エ
ク
ラ
ホ
ー
ル
 

▼
チ
ケ
ッ
ト
　
好
評
発
売
中
 

▼
演
目
　
傾
城
阿
波
鳴
門
・
本
朝

廿
四
孝
な
ど
（
人
形
浄
瑠
璃
が

数
倍
楽
し
め
る
人
形
教
室
も
同

時
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。） 

▼
入
場
料
　
前
売
一
般
１
,
０
０

０
円
・
中
学
生
以
下
３
０
０
円
 

　
当
日
一
般
１,
５
０
０
円
・
中
学

生
以
下
５
０
０
円
（
全
席
指
定
） 

第1回 第2回 第3回 

１
月
１５
日
（月）
 

「
誕
生
、
そ
し
て
失
明
」 

２
月
４
日
（日）
 

「
音
楽
と
の
出
会
い
、 

そ
し
て
ウ
ィ
ー
ン
へ
」 

３
月
１２
日
（月）
 

「
プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
、 

そ
し
て
夢
の
舞
台
へ
」 
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市
で
は
、
可
燃
ご
み
や
不
燃
ご
み
、

空
き
缶
類
等
の
分
別
収
集
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
ビ
ン
類
も
そ
の

一
つ
と
し
て
分
別
収
集
し
て
い
ま
す
。 

ビ
ン
類
と
し
て
収
集
し
た
も
の

は
、
ビ
ン
製
造
工
場
で
新
た
な
ビ

ン
に
再
生
さ
れ
ま
す
。
ビ
ン
搬
出

用
の
ド
ラ
ム
缶
に
ビ
ン
以
外
の
も

の
が
混
入
し
て
い
た
り
、
色
の
違

う
ビ
ン
が
混
ざ
っ
て
い
る
と
新
た

な
ビ
ン
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

ま
せ
ん
。 

あ
ま
り
に
分
別
の
悪
い
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
取
り
残
し
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

正
し
い
搬
出
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

①
ビ
ン
類
を
搬
出
す
る
時
は
洗
っ
 

て
か
ら
 

ビ
ン
類
を
搬
出
す
る
時
は
必
ず

ビ
ン
の
中
を
空
に
し
て
、
洗
っ
て

搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
キ
ャ
ッ
プ
や
栓
は
必
ず

取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
（
金
属
製

の
キ
ャ
ッ
プ
は
空
き
缶
・
小
物
金

属
類
の
搬
出
区
分
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
キ
ャ
ッ
プ
は
可
燃
ご
み
の

搬
出
区
分
で
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
）。 

②
３
種
類
に
区
分
し
て
そ
れ
ぞ
れ
 

の
ド
ラ
ム
缶
へ
 

ビ
ン
類
は
、「
白
色
（
無
色
）」

「
茶
色
」「
緑
・
黒
・
青
な
ど
の
色

付
ビ
ン
」
の
３
種
類
に
区
分
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
ド
ラ
ム
缶
に
入
れ
て

く
だ
さ
い
。 

③
ビ
ン
類
の
収
集
日
 

ビ
ン
類
の
収
集
日
は
月
一
回
で

す
。
お
住
ま
い
の
地
域
で
い
つ
搬

出
で
き
る
か
は
、
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

④
ビ
ン
類
の
搬
出
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
 

に
つ
い
て
 

ビ
ン
類
を
搬
出
で
き
る
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ビ
ン
類
収
集
用

の
ド
ラ
ム
缶
の
置
い
て
あ
る
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
ド
ラ
ム
缶

の
な
い
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は

搬
出
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

最
近
引
っ
越
し
て
来
ら
れ
た
方

は
、
ご
近
所
の
方
に
聞
く
な
ど
し

て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

⑤
注
意
事
項
 

◆
ガ
ラ
ス
の
食
器
等
は
ビ
ン
類
で

は
あ
り
ま
せ
ん
！
 

ビ
ン
以
外
の
ガ
ラ
ス
製
品
は
一

見
同
じ
も
の
の
よ
う
に
見
え
ま
す

が
、
不
純
物
が
混
ざ
っ
て
い
た
り
、

異
な
る
原
料
か
ら
で
き
て
い
た
り

す
る
の
で
、
ビ
ン
と
し
て
再
生
す

る
に
は
適
し
ま
せ
ん
。 

ガ
ラ
ス
食
器
（
ガ
ラ
ス
の
コ
ッ

プ
等
）、
窓
ガ
ラ
ス
、
電
球
、
蛍

光
灯
、
鏡
、
耐
熱
ガ
ラ
ス
（
食
器
・

灰
皿
等
）
は
、
ビ
ン
類
と
し
て
搬

出
せ
ず
、
不
燃
ご
み
と
し
て
搬
出

し
て
く
だ
さ
い
。 

◆
化
粧
品
の
ビ
ン
は
不
燃
ご
み
で

す
！
 

　
化
粧
品
の
ビ
ン
も
、
ガ
ラ
ス
食

器
と
同
様
、
不
純
物
が
混
ざ
っ
て

い
る
も
の
が
多
い
た
め
、
ビ
ン
と

し
て
再
生
で
き
ま
せ
ん
。
不
燃
ご

み
と
し
て
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

４
日
前
に
、
街
頭
で
友
人
を
待
っ

て
い
る
と
「
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え

て
も
ら
え
ま
す
か
」
と
見
知
ら
ぬ

人
に
声
を
か
け
ら
れ
、
答
え
た
と

こ
ろ
「
お
礼
に
無
料
で
肌
の
診
断

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
あ
げ
る
」
と
言

わ
れ
、
店
の
方
に
連
れ
て
行
か
れ

診
断
を
し
て
も
ら
っ
た
。 

「
肌
が
ガ
サ
ガ
サ
し
て
い
る
。

手
入
れ
を
し
な
け
れ
ば
大
変
な
こ

と
に
な
る
」
と
言
わ
れ
、
３０
万
円

で
化
粧
品
と
美
顔
器
を
契
約
し
た

が
解
約
し
た
い
（
２０
代
女
性
）。 

消
費
者
に
声
を
か
け
、
呼
び
止

め
て
販
売
目
的
を
告
げ
ず
に
店
舗

や
喫
茶
店
に
同
行
し
て
契
約
さ
せ

る
販
売
方
法
を
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル

ス
と
い
い
ま
す
。
契
約
者
の
ほ
と

ん
ど
が
２０
代
の
方
で
す
。 

業
者
は
何
と
か
し
て
店
舗
等
に

連
れ
て
行
こ
う
と
、
い
ろ
ん
な
言

葉
で
誘
っ
て
き
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
な
ら
な
い
た
め
に

は
、
街
頭
で
見
知
ら
ぬ
人
に
声
を

か
け
ら
れ
て
も
、「
話
を
聞
く
だ

け
な
ら
」
と
安
易
に
つ
い
て
い
か

な
い
こ
と
。 

契
約
し
て
も
値
段
が
妥
当
か
な

ど
を
よ
く
考
え
、
解
約
し
た
い
と

思
っ
た
時
に
は
、
速
や
か
に
行
動

す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。 

キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
で
不
必
要

な
商
品
や
高
額
な
契
約
を
し
た
場

合
、
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
て
か

ら
８
日
間
以
内
な
ら
ば
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
（
無
条
件
解
約
）
が
で
き

ま
す
。 

事
例
の
ケ
ー
ス
は
、
ご
相
談
が

早
く
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

 市
で
は
、
毎
週
月
・
水
曜
日
に

専
門
の
消
費
生
活
相
談
員
が
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
地

域
安
全
グ
ル
ー
プ
（
�

　
３
３
８

７
）
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

暮らしの 
相談箱 

ビ
ン
類
の
搬
出
方
法
は
 

　
　
以
下
の
と
お
り
で
す
 

回
答
回
答
 

回
答
 

事
例
事
例
 

事
例
 

◯ 63

肌が荒れているわね～ 
うちの会社の化粧品は
あなたの肌に合わせて
作るのよ！ 
今、安くしてるわよ！ 
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市
で
は
、
ご
み
の
な
い
美
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
環

境
美
化
推
進
員
２
名
を
配
置
し
、

環
境
美
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

環
境
美
化
推
進
員
は
、
ハ
ー
ト

フ
ル
・
ク
リ
ー
ン
巡
回
車
で
市
内

全
域
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。 

巡
回
は
美
化
状
況
に
応
じ
て
重

点
区
域
を
決
め
て
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
、
不
法
投
棄
の
発
見
、
通

報
に
よ
る
不
法
投
棄
物
の
確
認
、

環
境
美
化
に
向
け
て
の
指
導
、
協

力
要
請
、
ポ
イ
捨
て
ご
み
の
回
収

な
ど
の
美
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

平
成
１６
年
度
２
４
１
件
 

平
成
１７
年
度
２
５
４
件
 

平
成
１８
年
度
上
半
期
（
４
月
か
ら

９
月
）
１
７
２
件
の
不
法
投
棄
が

市
内
で
発
見
さ
れ
、
残
念
な
が
ら

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
不
法
投
棄
は
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
が
、
市
内
で
は
、
自

治
会
、
町
内
会
等
の
協
力
を
得
て

不
法
投
棄
防
止
対
策
の
検
討
や
進

入
禁
止
柵
等
の
設
置
を
行
っ
た
ほ
か
、

不
法
投
棄
防
止
の
看
板
を
設
置
し

て
環
境
美
化
に
努
め
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
不
法
投
棄
さ
れ
や
す
い

山
林
・
空
地
・
休
耕
田
等
に
つ
い

て
も
、
自
治
会
長
を
通
じ
る
な
ど

し
て
所
有
者
等
に
環
境
美
化
の
指

導
を
行
い
、
協
力
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。 

廃
棄
物
を
み
だ
り
に
捨
て
る
こ

と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

悪
質
な
場
合
は
警
察
へ
通
報
し
捜

査
を
依
頼
し
ま
す
。
一
人
で
も
多

く
の
方
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
で
不
法
投
棄
の
な

い
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。 

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り 

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り 

森の湯 水辺の湯 

お風呂カレンダー 

男性 女性 
日 月 曜

日
 

1
月
 

2
月
 

水辺の湯 森の湯 

水辺の湯 森の湯 

水辺の湯 森の湯 

森の湯 水辺の湯 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7

月 
火 
水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
 

休館日 

森の湯 水辺の湯 

森の湯 水辺の湯 

不
法
投
棄
を
な
く
す
た
め
に
！
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

不
法
投
棄
を
な
く
す
た
め
に
！
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！！
 

不
法
投
棄
を
な
く
す
た
め
に
！
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！！
 

不
法
投
棄
の
傾
向
 

市
民
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
る
美
化
 

皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
 

　
不
法
投
棄
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
 

不法投棄防止の看板と 
進入禁止策の設置 
 

 　「再入浴ができれば・・・」「１日中、温泉を楽しみたい・・・」
などのご要望に応えして、終日利用券(900円)の販売を行う
ことになりました。 
　販売時間　10時から16時（平日のみ） 
※年末年始など繁忙期は販売を行いませんのでご了承下さい。 
問い合わせ先　白雲谷温泉ゆぴか（�　 0 2 6 1） 
　　　　　　　営業時間　10：00～22：00（受付は21：30まで） 

◯ 70▼
 
▼
 

　1月2～4日までの3日間、 
　各日、先着300名様に「いのしし」
　の干支石鹸をプレゼント！ 

新年のご挨拶 新年のご挨拶 

泉質もぴかイチ　肌にやさしい温泉“ゆぴか” 
本年もよろしくお願い申し上げます。 
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①
ほ
と
ん
ど
の
方
は
、
所
得
税
（
国

税
）
が
減
り
、
住
民
税
（
市
・

県
民
税
）
が
増
加
し
ま
す
。
減

る
額
と
増
え
る
額
は
、
ほ
ぼ
同

額
で
す
。 

②
改
正
の
時
期
 

　
所
得
税
　
平
成
１９
年
１
月
か
ら
 

　
住
民
税
　
平
成
１９
年
６
月
か
ら
 

 
昨
年
末
か
ら
の
広
報
に
よ
り
、

お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
と
お
り
、

平
成
１９
年
、
国
か
ら
地
方
へ
の
税

源
移
譲
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
所
得
税
と
住
民
税
が
大
き
く

変
わ
り
ま
す
。 

主
な
変
更
点
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。
こ
の
３
点
の
改
正
に
よ
り

税
負
担
が
増
加
し
ま
す
の
で
、
ご

注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。 

①
対
象
者
　
昭
和
１５
年
１
月
２
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、
前
年

の
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万

円
以
下
の
方
 

②
段
階
的
引
き
上
げ
の
内
容
 

①
廃
止
時
期
 

　
所
得
税
　
平
成
１９
年
１
月
分
か
ら
 

　
住
民
税
　
平
成
１９
年
６
月
分
か
ら
 

②
増
加
額
 

　
所
得
税
　
１０
％
 

　
　
　
　
　
最
大
１２
万
５
千
円
増
 

　
住
民
税
　
７.５
％
 

　
　
　
　
　
最
大
２
万
円
増
 

市
役
所
の
代
表
電
話
番
号
は
　
１
０
０
０
で
す
。
 

ま
た
、
直
接
、
目
的
の
部
課
、
担
当
へ
電
話
を
か
け
て
 

い
た
だ
く
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
番
号
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
 

○ ６３ 

税
　
金
 

平
成
１９
年
か
ら
所
得
税
と
 

住
民
税
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。 

1.
税
源
移
譲
に
伴
う
改
正
 

2.
定
率
減
税
の
廃
止
 

3.
老
年
者
非
課
税
措
置
廃
止
に
伴
う
 

経
過
措
置
に
よ
る
段
階
的
引
き
上
げ
 

20年度 17年度 

非
課
税
 

18年度 

（
均
等
割
＋
所
得
割
） 

の
3
分
の
2
を
減
額
 

19年度 

（
均
等
割
＋
所
得
割
） 

の
3
分
の
1
を
減
額
 

全
額
課
税
 

毎年の収入の状況によって、実際の税額は異なるため、計算の結果は、あくまでも目安です。 
この計算式は、基礎控除のみ適用される方（独身の方）を前提に作成していますので、扶養家族
の多い方は、計算結果（③、③－②）よりも少なくなります。 
土地の譲渡所得や株取引などの所得がある方、定率減税以外の税額控除がある方、昭和15年1月2
日以前に生まれた方で、平成17年中の所得が125万円以下の方は、計算が異なります。 

（1） 
（2） 
 
（3） 

平成19年度のあなたの住民税額を計算してみましょう！ 

ＳＴＥＰ 1

ＳＴＥＰ 2

ＳＴＥＰ 3

平成18年度の住民税額はいくらでしたか？ ① 円 

② 円 

③ 円 

円 

円 

定率減税がないといくらだったのでしょうか？ 

定率減税をしない場合の18年度の住民税額（概算）は 

①の金額 計算式 
4,800円未満の方 4,800円 
4,800円以上 

25万1,400円未満の方 （①－4,800円）×1.081＋4,800円 
25万1,400円以上の方 ①＋20,000円 

 

②の金額 計算式 
7,300円未満の方 ②の金額 
7,300円以上 

10万4,800円未満の方 

10万4,800円以上 
60万円未満の方 

（②－4,800円）×2＋2,300円 

（②＋305,200円）×0.770＋2,300円 60万円以上の方 
②＋97,500円 

 

②－①＝ は、これまで定率減税により軽減されていた額です。 

平成19年度の住民税額はこうなります。 

★　税源移譲により増える（減る）額 

③－②＝　 は、その分所得税が減り（増え）ます。 

※このほか、所得税・住民税の定率減税の廃止による影響があります。 

平成19年度の住民税額（概算）は 

※これに該当する方は、定率減税の廃止以 
　外にも、税負担が増加します。 
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1
月
1
日
現
在
で
、
会
社
や
個

人
が
事
業
の
た
め
に
所
有
さ
れ
て

い
る
資
産
（
土
地
・
家
屋
、
課
税

さ
れ
て
い
る
自
動
車
等
を
除
く
）

は
、
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と

な
り
、
該
当
す
る
事
業
用
資
産
を

所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
、
償
却
資

産
の
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

▼
申
告
期
限
　
1
月
２３
日
（火）
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
資
産

税
係
（
�

　
1
6
8
9
） 

現
在
、
市
税
を
口
座
振
替
の
一

括
払
い
（
６
月
末
振
替
）
さ
れ
て

い
る
方
で
、
住
民
税
額
が
増
え
る

こ
と
に
よ
り
分
割
払
い
（
毎
月
末

振
替
）
に
変
更
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
税
務
課
ま
で
事
前
に
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
市
税
を
新
し
く
口
座
振

替
で
納
付
さ
れ
た
い
方
は
、
市
内

の
金
融
機
関
の
窓
口
に
申
し
込
み

書
が
備
え
て
つ
け
て
あ
り
ま
す
の

で
、
金
融
機
関
の
窓
口
で
手
続
を

お
願
い
し
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
市
民

税
係
（
�

１
０
０
０
・
内
線

５
８
３
・
５
８
４
） 

平
成
１８
年
分
所
得
か
ら
、
農
業

所
得
は
収
支
計
算
（
収
入
金
額
　

―
　

必
要
経
費
＝
所
得
金
額
）
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
水
稲
所
得
標
準
は
廃
止
さ

れ
た
た
め
、
市
で
は
「
標
準
の
農

業
所
得
計
算
書
」
の
発
行
は
で
き

ま
せ
ん
。
自
家
消
費
や
贈
答
用
も

Ｊ
Ａ
の
買
い
取
り
価
格
等
で
収
入

に
上
げ
る
必
要
が
あ
り
、
経
費
等

を
差
し
引
い
た
結
果
、
農
業
所
得

が
あ
る
方
は
、
申
告
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

先
月
号
で
は
収
入
金
額
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
の
で
、
今
回
は

必
要
経
費
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。 

①
全
額
経
費
に
で
き
る
も
の
 

種
苗
費
、
肥
料
費
、
農
薬
衛
生

費
、
材
料
費
、
作
業
用
衣
料
費
、

農
業
共
済
掛
金
、
農
具
費
（
価
額

が
１０
万
円
未
満
）
な
ど
農
業
収
入

を
得
る
た
め
、
直
接
支
出
し
た
も

の
は
全
額
経
費
に
な
り
ま
す
。 

②
一
部
経
費
に
で
き
る
も
の
 

農
業
と
家
事
の
両
方
に
支
出
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
動
力
光
熱
費
、

利
子
割
引
料
、
租
税
公
課
（
固
定

資
産
税
・
自
動
車
税
な
ど
） 

使
用
割
合
な
ど
で
自
ら
合
理
的

に
按
分
し
、
家
事
費
相
当
分
を
除

い
た
も
の
を
必
要
経
費
と
し
ま
す
。 

③
特
別
な
計
算
が
必
要
な
も
の
 

農
業
用
建
物
、
農
機
具
、
農
業

用
車
両
等
で
、
使
用
可
能
期
間
が

１
年
以
上
で
、
取
得
価
額
が
１０
万

円
以
上
の
も
の
は
使
用
可
能
期
間

に
応
じ
て
、
各
年
分
の
必
要
経
費

に
配
分
し
ま
す
。
こ
の
方
法
を
減

価
償
却
と
い
い
、
配
分
し
た
償
却

費
が
そ
の
年
の
必
要
経
費
で
す
。 

主
な
使
用
可
能
期
間
（
耐
用
年

数
）
は
一
般
的
に
は
次
の
と
お
り
。 

        償
却
費
の
計
算
は
、
一
般
的
な

定
額
法
で
は
、 

　取
得
価
額
×
９０
％
÷
耐
用
年
数
 

と
な
り
ま
す
。
年
の
中
途
で
取
得

し
た
場
合
は
、
月
割
計
算
が
必
要

と
な
り
ま
す
。 

※
収
入
や
経
費
に
関
す
る
書
類
を

紛
失
し
た
場
合
は
、
早
め
に
Ｊ

Ａ
等
に
再
発
行
を
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
市
民

税
係
（
�

　
１
０
０
０

内
線
５

８
３
・
５
８
４
） 

　
社
税
務
署
（
�

０
７
９
５
　
０

２
２
３
㈹
） 

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電

子
証
明
書
の
有
効
期
間
が
３
年
間

と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
平
成
１９

年
１
月
２９
日
以
降
、
電
子
証
明
書

の
有
効
期
間
の
満
了
を
迎
え
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
利

用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
更
新
手

続
き
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。 

▼
更
新
手
続
き
に
持
参
い
た
だ
く

も
の
 

①
更
新
す
る
電
子
証
明
書
の
格
納

さ
れ
た
住
基
カ
ー
ド
 

②
運
転
免
許
証
等
の
写
真
付
の
身

分
証
明
書
（
写
真
入
り
住
基
カ
ー

ド
で
可
能
） 

③
手
数
料
５
０
０
円
 

▼
詳
細
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民

課
市
民
係
（
�

　
１
０
０
５
） 

希
望
さ
れ
る
方
に
「
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
」

の
交
付
を
し
て
い
ま
す
（
写
真
付

と
な
し
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
）。 

▼
住
基
カ
ー
ド
で
受
け
ら
れ
る

サ
ー
ビ
ス
 

①
住
民
票
の
写
し
（
本
籍
地
の
記

載
な
し
）
の
交
付
が
ど
こ
の
市

町
村
窓
口
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。 

②
転
入
転
出
の
際
、
事
前
に
「
付

記
転
出
届
」
を
転
出
地
に
郵
送

す
る
こ
と
で
、
転
入
地
の
み
の

手
続
き
で
済
み
ま
す
。 

③
写
真
付
の
カ
ー
ド
は
、
身
分
証

明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

（
金
融
機
関
等
の
窓
口
で
の
本

人
確
認
等
の
公
的
な
証
明
書
に

な
り
ま
す
。） 

▼
住
基
カ
ー
ド
の
申
請
方
法
 

①
運
転
免
許
証
等
の
写
真
付
の
身

分
証
明
書
（
官
公
署
発
行
の
も

の
）
を
お
持
ち
の
方
…
カ
ー
ド

を
即
日
交
付
で
き
ま
す
。 

②
写
真
付
の
身
分
証
明
書
を
お
持

ち
で
な
い
方
…
申
請
後
、
後
日
、

市
か
ら
確
認
の
た
め
の
書
類
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
う
え
、
健
康
保

険
証
等
の
書
類
２
点
と
共
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。 

▼
手
数
料
等
　
５
０
０
円
 

▼
有
効
期
限
　
１０
年
間
 

※
写
真
付
カ
ー
ド
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
写
真
１
枚
（
縦
４.５
㎝
×

横
３.５
㎝
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

住
基
カ
ー
ド
・
公
的
認
証
 

口
座
振
替
を
さ
れ
て
い
る
方
へ
 

◯ 63

償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
） 

 
 
 
 
の
申
告
に
つ
い
て
 

◯ 63

◯ 63

◯ 42

農
業
所
得
は
収
支
計
算
に
 

な
り
ま
す
 

農
業
所
得
の
必
要
経
費
と
は
 

写
真
付
の
住
民
基
本
台
帳
 

カ
ー
ド
は
身
分
証
明
書
と
 

し
て
利
用
で
き
ま
す
 

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
 

電
子
証
明
書
の
更
新
が
必
要
 

に
な
り
ま
す
 ◯ 63

軽トラック 

田植機 

コンバイン 

トラクター 

もみすり機 

乾燥機 

4年 

5年 

5年 

8年 

8年 

8年 

あ
ん
ぶ
ん
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◎
年
金
相
談
日
開
設
（
予
約
制
） 

▼
日
時
　
１
月
２４
日
（水）
　１０
時
か
ら

１５
時
３０
分
 

▼
内
容
　
年
金
請
求
手
続
・
年
金

加
入
期
間
の
確
認
・
そ
の
他
年

金
に
関
す
る
相
談
 

▼
場
所
　
伝
統
産
業
会
館
２
階
技

術
指
導
室
 

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前

に
予
約
が
必
要
で
す
。
市
役
所

市
民
係
の
窓
口
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
（
電
話
で
も
可
能
）。 

▼
予
約
申
し
込
み
確
認
事
項
　
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
基
礎

年
金
番
号
・
電
話
番
号
・
相
談

内
容
 

▼
予
約
申
し
込
み
期
限
　
１
月
１０

日
（水）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。 

▼
予
約
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

先
　
市
民
課
市
民
係
（
�

　
１

０
０
５
） 

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
２０

歳
か
ら
６０
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
方

が
加
入
す
る
制
度
で
す
。 

自
営
業
を
は
じ
め
、
会
社
員
、

公
務
員
、
専
業
主
婦
、
学
生
、
無

職
の
方
、
外
国
人
な
ど
全
員
が
国

民
年
金
の
加
入
者
で
す
。 

「
年
金
な
ん
て
ま
だ
先
の
こ
と
」

と
考
え
が
ち
で
す
が
、
老
後
の

「
老
齢
基
礎
年
金
」
の
他
に
、
も

し
も
の
時
の
た
め
に
「
障
害
基
礎

年
金
」、「
遺
族
基
礎
年
金
」
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
保
険
料
を
納

め
る
か
、
免
除
、
猶
予
、
学
生
納

付
特
例
の
手
続
を
し
て
い
な
い
と
、

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
大
人

の
仲
間
入
り
」
を
機
会
に
年
金
に
つ

い
て
し
っ
か
り
と
考
え
、
安
心
で
き

る
生
活
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

※
年
度
に
１
人
１
回
の
助
成
と
な

り
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課
保
険

医
療
係
（
�

　
１
４
６
９
） 

病
気
の
早
期
発
見
・
予
防
の
た

め
年
に
１
度
は
受
診
を
 

健
や
か
で
豊
か
な
生
活
に
は
、

健
康
は
か
か
せ
ま
せ
ん
。 

小
野
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、

疾
病
の
予
防
･
早
期
発
見
・
早
期

治
療
を
通
じ
て
、
健
康
保
持
･
増

進
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
「
人

間
ド
ッ
ク
施
設
利
用
助
成
事
業
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

◎
誰
で
も
利
用
で
き
る
の
？
 

年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
方

で
、
次
の
条
件
を
満
た
さ
れ
て
い

れ
ば
、
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

▼
対
象
者
 

①
療
養
の
給
付
等
を
継
続
的
に
受

け
て
い
な
い
方
 

②
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
世
帯
の
方
 

◎
申
請
手
続
き
は
？
 

小
野
市
民
病
院
で
人
間
ド
ッ
ク

の
受
診
を
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前

に
小
野
市
民
病
院
で
予
約
を
と
り
、

市
民
課
保
険
医
療
係
へ
助
成
の
申

請
手
続
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

「
人
間
ド
ッ
ク
施
設
利
用
券
」

を
交
付
し
ま
す
の
で
、
受
診
の
際
、

病
院
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
そ
の
他
の
施
設
で
「
１

泊
２
日
型
以
上
の
人
間
ド
ッ
ク
」

を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
受
診
後
、

領
収
書
を
持
参
の
う
え
、
申
請
手

続
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

◎
助
成
額
は
？
 

助
成
額
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

空
家
・
空
き
地
な
ど
に
、
長
期

に
わ
た
り
使
用
し
て
い
な
い
水
道

施
設
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

水
道
を
一
定
期
間
使
用
し
な
い

場
合
は
「
給
水
中
止
届
」
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
基
本
料

金
の
支
払
い
義
務
が
発
生
し
な
く

な
り
ま
す
。 

た
だ
し
、
も
う
一
度
水
道
を
使

用
す
る
場
合
は
１，
０
０
０
円
の

開
栓
手
数
料
が
必
要
で
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
水
道
お
客
様

セ
ン
タ
ー
（
�

　
１
０
１
２
） 

毎
年
１
月
か
ら
２
月
は
寒
さ
が

厳
し
い
季
節
で
す
。
気
温
が
マ
イ

ナ
ス
４
度
以
下
に
な
る
と
、
水
道

水
は
凍
結
し
て
出
な
く
な
り
ま
す
。 

特
に
野
外
で
露
出
し
て
い
る
配

管
、
蛇
口
等
が
凍
結
し
や
す
く
、

場
合
に
よ
っ
て
は
器
具
が
壊
れ
漏

水
し
ま
す
。
凍
結
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
毛
布
等
を
巻
く
な
ど
事
前

に
防
寒
措
置
を
施
し
ま
し
ょ
う
。 

万
一
、
器
具
等
が
破
損
し
、
漏

水
が
発
生
し
た
場
合
は
、
指
定
水

道
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。 

暮らしの情報 

年
金
・
保
険
医
療
・
水
道
・
ス
ポ
ー
ツ
・
消
防
 

年
　
金
 

水
　
道
 

保
険
医
療
 

新
成
人
の
皆
さ
ん
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
 

２０
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
 

加
入
手
続
き
は
お
忘
れ
な
く
 

加入届出先 加入する人 加入種別 

自営業、農林漁業従事
者、学生、無職の方 

第２号被保険者に扶養
されている配偶者 

会社員、公務員等の方 

※第１号被
保険者 

※第３号被
保険者 

第２号被保
険者 

市役所年
金の窓口 

配偶者の
勤務先 

勤務先 

※第1号および第3号被保険者は20歳から60歳まで 

◯ 63

◯ 63

◯ 63

明
石
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
 

 

人
間
ド
ッ
ク
施
設
利
用
 

助
成
事
業
 

費用の2分の1以内の額、または助成限度額 10,000円 
のいずれか低い方（領収書が必要です）。 

◆その他の施設（1泊2日型以上） 

人間ドック 
1泊2日 
1日 
 

男女とも 

料金 助成額 
63,000円 
31,500円 
 

42,000円 
21,000円 
 ※ オプション検査は除きます（平成19年1月1日現在） 

※ 消費税込 
 

水
道
器
具
の
凍
結
に
 

　
　
　
　
ご
注
意
を
！
 

◯ 63

給
水
中
止
制
度
に
つ
い
て
 

「
Ｏ
Ｎ
Ｏ

「
Ｏ
Ｎ
Ｏ
 
Ｒ
Ｕ
Ｎ

Ｒ
Ｕ
Ｎ
 
ラ
ン
ラ
ン
 

 
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
」

Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
」
と
同
時
開
催
！

と
同
時
開
催
！
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１１
月
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
は
、

絶
好
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日
和
の
中
、

ウ
ォ
ー
カ
ー
の
皆
さ
ん
が
河
合
小

学
校
に
集
ま
り
ま
し
た
。 

コ
ー
ス
は
、
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス

約
４.９
㎞
、
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
約
７.７
㎞

を
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
し
ま
し
た
。
コ
ー
ス
の
途

中
で
は
、
か
わ
い
快
適
の
森
か
ら

小
野
八
ヶ
池
自
然
公
園
周
辺
の
紅

葉
を
観
賞
し
、
森
林
浴
を
楽
し
み

な
が
ら
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
「
山
々
の
紅
葉

と
景
色
が
よ
く
て
、
と
て
も
楽
し

い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
し
た
」「
初

め
て
の
参
加
で
少
し
疲
れ
ま
し
た

が
、
気
持
ち
よ
か
っ
た
で
す
」
な

ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
、
秋
を
満

喫
す
る
こ
と
の
で
き
た
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
デ
ー
で
し
た
。 

１
月
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
デ
ー
は
、
１
月
２１
日
（日）
に
開

催
す
る
「
Ｏ
Ｎ
Ｏ

Ｒ
Ｕ
Ｎ

ラ
ン
 

Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
」
と
同
時
開
催
し
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
部
と
し
て
実
施
し
ま
す
。 

な
お
、
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、

Ｏ
Ｎ
Ｏ

Ｒ
Ｕ
Ｎ

ラ
ン

Ｗ
Ａ
Ｌ

Ｋ
実
行
委
員
会
が
主
催
し
て
お
り
、

参
加
費
を
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
家
族
・

お
友
達
を
誘
っ
て
、
冬
の
運
動
不

足
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
！
 

▼
日
時
　
１
月
２１
日
（日）
９
時
開
会

（
受
付
は
８
時
か
ら
） 

▼
集
合
場
所
　
ひ
ま
わ
り
の
丘
公

園
多
目
的
広
場
 

▼
参
加
費
　
２
０
０
円
（
参
加
賞
、

う
ど
ん
引
換
券
あ
り
） 

▼
連
絡
　
①
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
部

は
、
事
前
の
申
し
込
み
不
要
で

す
。
参
加
費
に
つ
い
て
は
、
当

日
納
入
く
だ
さ
い
。
②
駐
車
場

は
、
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
第
２

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
お
の
ハ
ー
ト

フ
ル
歩
人
会
会
長
 
都
筑
英
治

（
�

０
９
０
　

―
　

１
４
４
８
　

―
　

４

６
０
７
）、
体
育
保
健
課
（
�

　
２
５
９
１
） 

 

広
報
１２
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
Ｏ
Ｎ
Ｏ

Ｒ
Ｕ
Ｎ

ラ
ン

Ｗ

Ａ
Ｌ
Ｋ
は
、
ゲ
ス
ト
に
、
須
磨
学

園
高
等
学
校
で
全
国
的
に
活
躍
中

の
、
小
野
市
出
身
の
小
林
祐
梨
子

さ
ん
ら
を
お
迎
え
し
、
１
月
２１
日

（日）
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
周
辺
コ
ー

ス
で
開
催
し
ま
す
。 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
マ
ラ
ソ
ン
・

エ
キ
デ
ン
と
盛
り
だ
く
さ
ん
、
走

る
人
・
歩
く
人
・
観
る
人
み
ん
な

で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
部
は
、
前
述

の
と
お
り
事
前
申
し
込
み
不
要
で

す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

本
年
度
も
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
選
手
の

応
援
と
冬
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▼
日
時
　
１
月
２１
日
（日）
９
時
　
開

会
式
 

▼
場
所
　
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
周

辺
コ
ー
ス
 

▼
主
催
　
Ｏ
Ｎ
Ｏ

Ｒ
Ｕ
Ｎ

ラ
ン
 

Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
実
行
委
員
会
 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
 

　
Ｏ
Ｎ
Ｏ

Ｒ
Ｕ
Ｎ

ラ
ン

Ｗ
Ａ

Ｌ
Ｋ
実
行
委
員
会
事
務
局
　
体

育
保
健
課
（
�

　
２
５
９
１
） 

新
年
を
迎
え
、
寒
さ
も
一
段
と

厳
し
さ
が
増
し
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
時
季
は
、
火
を
取
り
扱
う

機
会
が
多
く
、
空
気
も
乾
燥
し
て

い
る
た
め
、
毎
年
火
災
の
発
生
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
、
火
災
ゼ
ロ
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。 

●
暖
房
器
具
の
近
く
に
可
燃
物
を

置
か
な
い
。 

●
あ
ぜ
焼
き
は
、
風
の
強
い
日
に

し
な
い
（
家
庭
ご
み
の
焼
却
は

し
な
い
で
く
だ
さ
い
）。 

●
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
（
放
火
防
止
）。 

我
が
国
に
お
け
る
就
業
・
不
就

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
労
働
力
調
査
が
1

月
か
ら
、
高
山
町
の
一
部
を
対
象

と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

統
計
調
査
員
が
対
象
の
世
帯
へ

う
か
が
い
ま
し
た
際
は
、
調
査
の

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協

力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
兵
庫
県
県
民

政
策
部
政
策
局
統
計
課
人
口
統

計
係
（
�

０
７
８
　
４
１
２
７
）、

市
総
務
課
総
務
係
（
�

３
６

１
５
） 

 ▼
問
い
合
わ
せ
先
　
消
防
本
部
予

防
課
（
�

０
１
１
９
） 

※
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

『
文
化
財
防
火
デ
ー
』
は
、
昭
和

２４
年
１
月
２６
日
、
法
隆
寺
金
堂
が

炎
上
し
、
壁
画
を
焼
損
し
た
こ
と

を
教
訓
と
し
て
設
け
ら
れ
ま
し
た
。 

消
防
本
部
で
は
、
１
月
２１
日
（日）

の
早
朝
に
浄
土
寺
で
消
防
署
・
団

や
住
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
、

文
化
財
防
火
訓
練
を
行
い
ま
す
。 

郷
土
の
貴
重
な
文
化
財
を
守
る

た
め
、
文
化
財
の
近
く
で
の
火
の

取
り
扱
い
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

ス
ポ
ー
ツ
 

消
　
防
 

”て
く
て
く
“
ま
っ
ぷ
み
ん
な
で
完
歩
！
 

「
紅
葉
ウ
ォ
ー
ク
」

「
紅
葉
ウ
ォ
ー
ク
」 

　
　
　
　
　
で
歩
き
ま
し
た
！

　
　
　
　
　
で
歩
き
ま
し
た
！
 

１１
月
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
か
ら
 

  「紅
葉
ウ
ォ
ー
ク
」 

　
　
　
　
　
で
歩
き
ま
し
た
！
 

最高のウォーキング日和と 
なりました 

１
月
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
 

 「
Ｏ
Ｎ
Ｏ

「
Ｏ
Ｎ
Ｏ
 
Ｒ
Ｕ
Ｎ

Ｒ
Ｕ
Ｎ
 
ラ
ン
ラ
ン
 

 
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
」

Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
」
と
同
時
開
催
！

と
同
時
開
催
！
 

「
Ｏ
Ｎ
Ｏ
 
Ｒ
Ｕ
Ｎ
 
ラ
ン
 

 
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
」
と
同
時
開
催
！
 

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 362

Ｏ
Ｎ
Ｏ
 
Ｒ
Ｕ
Ｎ
 
 

ラ
ン
 
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
 

エ
キ
デ
ン
・
マ
ラ
ソ
ン
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
 

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！
 

http://w
w
w
.city.ono.hyogo. 

jp/̃syobo/

昨年の訓練のようす 
 

１
月
１
月
２６
日
（金）
は
 

　
　
　
　

　
　
　
　『
文
化
財
防
火
デ
ー
』

『
文
化
財
防
火
デ
ー
』 

１
月
２６
日
（金）
は
 

　
　
　
　『
文
化
財
防
火
デ
ー
』 

火
災
情
報
（
１１
月
末
現
在
） 

11 

2 

3 

8 

24

累
計 

年
別 
１１
月
件
数
 

24
 

平
成
１８
年 

0

37
 

平
成
１７
年 

3

件数 

 

火災種別 

 建物火災 

林野火災 

車両火災 

その他火災 

累計 

 ※その他火災とは、
雑草・廃材など
の火災です。 

●
年
別
月
別
・
累
計
火
災
件
数
 

 ●
火
災
種
別
累
計
件
数
 

冬
季
の
火
災
予
防

冬
季
の
火
災
予
防
 

冬
季
の
火
災
予
防

冬
季
の
火
災
予
防
 

冬
季
の
火
災
予
防
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子
ど
も
は
、
人
の
し
て
い
る
こ

と
を
真
似
し
て
あ
そ
ぶ
、「
ご
っ

こ
あ
そ
び
」
が
大
好
き
で
す
。 

母
親
ク
ラ
ブ
の
お
母
さ
ん
た
ち

が
、
身
近
な
廃
材
を
使
っ
て
た
く

さ
ん
の
品
物
を
製
作
し
て
い
ま
す
。 

さ
ぁ
！
と
っ
て
も
ス
テ
キ
な
チ
ャ

イ
コ
ム
デ
パ
ー
ト
の
オ
ー
プ
ン
で

す
。
お
客
さ
ん
に
な
っ
て
『
お
か

い
も
の
ご
っ
こ
』
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。
　
　
　
　
　
　
 

▼
日
時
　
１
月
２９
日
（月）
　１１
時
か
ら

１１
時
４５
分
 

▼
場
所
　
児
童
館
チ
ャ
イ
コ
ム
　

遊
戯
室
 

▼
対
象
　
子
育
て
中
の
親
子
 

▼
定
員
　
１
０
０
名
　
　
 

▼
申
し
込
み
方
法
　
児
童
館
備
え

付
け
の
申
し
込
み
用
紙
に
、
住

所
・
氏
名
（
保
護
者
と
子
ど
も
）・

年
齢
・
電
話
番
号
を
ご
記
入
の

う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
フ
ァ
ク
ス
で
も
可
能
）。 

※
定
員
に
達
し
た
時
点
で
締
め
切

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。 

一

般

相

談

窓

口

 

生活上の問題 うるおい交流館エクラ 
事務室 

毎週木曜日 
9時～12時 

国際交流協会事務局 
（�　8 1 5 6） 

相談名 

市　民 

交通事故 
【要予約】 

 
法　律 

【要予約】 
 

人権行政 
 

高齢者総合相談 

ふれあい福祉 

住宅改造 
（高齢者・障害者向） 
【要予約】 

あんしん窓口 

消費生活 

相談日 場所 相談内容 担当課（電話番号） 

生活上の問題 
市民サービス課 
（�　1 0 1 3） 

市民サービス課 
（�　1 0 1 3） 

市民サービス課 
（�　1 0 1 3） 

市民サービス課 
（�　1 0 1 3） 

地域安全グループ 
（�　3 3 8 7） 

地域包括支援センター 
（�　2 1 7 4） 

社会福祉協議会 
（�　2 5 7 4） 

高齢介護課・社会福祉課 
（�　1 0 1 1） 

弁護士による法律的な解釈が 
必要な問題など 

人権や行政に関すること 

医療福祉に関する悩みなど 

介護予防に関する相談等 

市民サービス課相談室 

市民サービス課相談室 
専門相談員による交通事故処理 

などに関する問題 

バリアフリー化など住宅改造に 
関すること 

生計、職業、住宅、家族の 
悩みなど 

商品や契約の苦情に関する問題 

市民サービス課相談室 

コミュニティセンターおの 
302号室 

小野市民病院 
あんしん窓口 

地域安全グループ 

高齢介護課相談室 

老人福祉センター 
「みやま荘」相談室 

福祉事務所相談室 

毎週月曜～金曜日 
8時30分～17時 

毎週月曜～金曜日 
9時～17時 

毎週月曜～金曜日 
8時30分～17時 
毎週火曜・木曜日 
10時～15時 

1月12日（金） 
10時30分～16時 

1月10日（水）、24日（水） 
13時30分～16時 

 

1月17日（水） 
13時30分～15時30分 

毎週月曜～金曜日 
9時～12時 

毎週月曜・水曜日 
9時～17時 

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63

身体障害者 日常生活上での悩みごと コミュニティセンターおの 
304号室 

1月21日（日） 
10時～12時 

社会福祉課障害福祉係 
（�　1 0 1 1） ◯ 63

障害者総合相談 
障害者地域生活・相談支援センター 
（�　1 0 0 0　内線7 2 5・7 3 5） 

障害者（児）の日常生活に 
おける相談 

保健センター内相談室 
毎週月曜～金曜日 
9時～17時 ◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63

小野市民病院 
（�　2 0 2 0）内線1 8 8◯ 63

お気軽にご相談ください！ 

外 国 人  
相談窓口 

 

外 国 人  
生 活 相 談  

ふれあいタイム予定表（1月～2月） （集団遊び11時から） 

 活動内容 

 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

 

 

火 

水 

木 

 

 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

 

 

みんなでお祝いハッピーバースデー 

みんな一緒にお話聞こう（読み聞かせ） 

みんなであそぼうリズムにのって 

みんなで体操1.2.3 

掲示板に表示する作品作り 

お話を楽しもう・自分で作ろう好きなもの 

自分で作ろう好きなもの 

 

 

みんな一緒にお話聞こう 

選んで遊ぼうコーナーあそび 

みんなであそぼうリズムにのって 

 

 

お話を楽しもう・自分で作ろう好きなもの 

自分で作ろう好きなもの 

みんなで体操1.2.3 

みんな一緒にお話聞こう 

にこにこ子育て相談　9:45～11:00 

選んで遊ぼうコーナーあそび 

みんなで楽しもう手作りおもちゃ 

お話を楽しもう・自分で作ろう好きなもの 

 

 

 

 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

 

 

30 

31 

 

 

 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10

2/1  

 

日 曜日 活動内容  日 曜日 

児
童
館

児
童
館
チ
ャ
イ
コ
ム

チ
ャ
イ
コ
ム
　
 

　
　
　
　
◯
８
５
８
８

８
５
８
８
 

63

児
童
館
チ
ャ
イ
コ
ム
　
 

　
　
◯
８
５
８
８
 

※1月の予約は4日の 
　8時30分から受付します。 

（都合により変更する場合があります） 

 

 

 

 

 

お話を楽しもう・自分で作ろう好きなもの 

自分で作ろう好きなもの 

自分で作ろう好きなもの 

みんな一緒にお話聞こう（読み聞かせ） 

にこにこ子育て相談　9:45～11:00 

選んで遊ぼうコーナーあそび 

みんなであそぼうリズムにのって 

お話を楽しもう・自分で作ろう好きなもの 

自分で作ろう好きなもの 

みんなで楽しもう手作りおもちゃ 

みんな一緒にお話聞こう 

選んで遊ぼうコーナーあそび 

みんなで体操1.2.3 

「お楽しみ」POCO 

お話を楽しもう・自分で作ろう好きなもの 

自分で作ろう好きなもの 

『おたのしみ製作』 
～伝承おもちゃを作ってあそぼう～ 

“おかいものごっこ” 
（申込者限定）　11：00～11：45

『みんなで鬼は～外！福は～内！』 
11：00～ 

休館日 

農　地 
【要予約】 

農業委員会 
（�　2 2 6 6） 

農地に関すること 本庁舎第1会議室 
1月10日（水） 
10時～15時 ◯ 63

63

障
害
者
 

相
談
窓
口
 知的障害者 知的障害、日常生活上 

での悩みごと 
老人福祉センター 
「みやま荘」和室 

1月18日（木） 
10時～12時 

社会福祉課障害福祉係 
（�　1 0 1 1） ◯ 63

月 

金 

 

『
お
か
い
も
の
ご
っ
こ
』 

　
　
で
あ
そ
ぼ
う
 

前回の“おかいものごっこ”のようす 

「いらっしゃいませ～」大好評の 
アイスクリーム屋さん 

29

2
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暮らしの情報 

国
際
交
流
・
施
設
だ
よ
り
・
相
談
 

児　童 

子育て 

にこにこ 
子育て相談 

子育て 
安心ダイヤル 

思春期 
ホットダイヤル 

母子健康相談 
【要予約】 

乳幼児発達相談 
【要予約】 

母子自立 
【要予約】 

女性のための相談 
【要予約】 

女性のための医療相談 
【要予約】 

不登校児童生徒 
悩み 

青少年の悩み 

乳幼児育児不安 

こ
ど
も
相
談
窓
口
 

女
性
相
談
窓
口
 

相談名 相談日 場所 相談内容 担当課（電話番号） 
子育て支援課（家庭児童相談室） 
（�　1 6 4 5） 

児童館「チャイコム」 
（�　7 0 2 0） 

児童館「チャイコム」 
（�　7 0 2 0） 

保健センター 
（�　3 9 7 7） 

保健センター 
（�　3 9 7 7） 

保健センター 
（�　3 9 7 7） 

保健センター 
（�　3 9 7 7） 

適応教室 
（�　4 1 7 5） 

青少年補導センター 
（�　4 1 1 0） 

子育て支援課 
（�　1 6 4 5） 

小野市民病院 
（�　2 0 2 0）内線1 8 8

来住保育所（子育てゆとり創造センター） 
（�　8 4 2 8） 

男女共同参画センター相談専用電話 
（�　8 2 5 0） 

家庭環境、子育ての悩みなど 
（養護、虐待など） 

子育てに関すること 

体のこと・性のことについて 

発達障害の相談・診断 

乳幼児の子育ての悩みなど 

女性が抱えるさまざまな問題 

特に発育・栄養に関すること 
について 

要経過観察児の育児・ 
離乳食相談 

子どもの健康・栄養・発達に 
関することについて 

不登校に関して、電話と面接 
相談で応じます 

非行・いじめ・交友関係など 
（電話、面接と出前相談） 

生活上の悩みなどの母子の 
自立に向けた相談 

看護師による「医療に関する 
悩み」など 

福祉事務所相談室 

児童館「チャイコム」 

児童館「チャイコム」 

保健センター 

保健センター 

保健センター 

福祉事務所相談室 

保健センター 

適応教室 

市民安全部 
青少年補導センター 

うるおい交流館エクラ 
相談室 

小野市民病院 
医療福祉相談室 

来住保育所 
（子育てゆとり創造センター） 

毎週月曜～金曜日 
9時～16時 

毎週月曜～金曜日 
13時～17時 

毎週月曜～金曜日 
8時30分～17時 

毎週月曜～金曜日 
10時～15時 

毎週木曜日 
13時30分～16時 

毎週月曜・水曜・金曜日 
9時～16時 

毎週木曜日 
（電話相談）9時30分～11時30分 
（面接相談・要予約）13時～16時 

毎週月曜～土曜日 
10時～17時 

1月10日（水） 
9時45分～11時 

1月25日（木） 
9時30分～10時30分 

1月12日（金）、22日（月） 
13時～16時 

毎週月曜～金曜日 
8時30分～16時30分 

毎週月曜～金曜日 
8時30分～16時30分 

◯ 63

◯ 62

◯ 62

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 62

◯ 62

市
民
合
唱
団
コ
ロ

デ
ィ

オ
ノ

と
講
師
、
賛
助
出
演
者
に
よ
る
本

格
的
な
舞
台
と
美
し
い
調
べ
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

▼
日
時
　
３
月
３
日
（土）
　１９
時
か
ら

２０
時
３０
分
（
開
場
１８
時
３０
分
） 

▼
場
所
　
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク

ラ
ホ
ー
ル
 

▼
演
奏
曲
目
　
庭
の
千
草
、
埴
生

の
宿
、
故
郷
の
空
他
 

▼
入
場
料
　
無
料
 

▼
出
演
者
 
コ
ロ

デ
ィ

オ
ノ
 

▼
講
師
　
保
坂
博
光
氏
（
テ
ノ
ー

ル
・
兵
庫
教
育
大
学
院
教
授
） 

▼
賛
助
出
演
者
 

ハ
ー
プ
　
　
　
　
野
田
千
晶
氏
 

フ
ル
ー
ト
　
　
平
尾
多
美
納
氏
 

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
　
斉
藤
言
子
氏
 

バ
リ
ト
ン
歌
手
　
迎
　
肇
聡
氏
 

合
唱
団
員
の
募
集
も
受
付
中
！！ 
 

▼
練
習
日
時
　
２
月
１
日
（木）
・
８

日
（木）
・
１５
日
（木）
・
２８
日
（水）
　１９
時

か
ら
２０
時
３０
分
 

　
３
月
２
日
（金）
　１７
時
か
ら
２０
時
 

▼
練
習
場
所
　
う
る
お
い
交
流
館

エ
ク
ラ
１
階
ス
タ
ジ
オ
Ａ
お
よ

び
エ
ク
ラ
ホ
ー
ル
 

▼
参
加
費
　
５
回
で
２，
５
０
０
円
 

▼
申
し
込
み
方
法
　
国
際
交
流
協

会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

夏
休
み
に
市
内
小
学
生
、
中

学
生
か
ら
募
集
し
た
小
野
市
紹

介
の
作
品
５０
点
を
展
示
し
ま
す

（
全
応
募
作
品
４
４
０
点
）。 

入
選
作
品
の
う
ち
金
賞
１７
点

は
、
展
示
後
、
姉
妹
都
市
米
国

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
リ
ン
ゼ
イ

市
に
寄
贈
し
ま
す
。
子
ど
も
達

の
力
作
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

▼
期
間
　
１
月
２４
日
（水）
か
ら
２

月
４
日
（日）
 

▼
場
所
　
う
る
お
い
交
流
館
エ

ク
ラ
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

▼
対
象
者
　
初
級
英
会
話
を
学
習

し
た
い
方
 

▼
日
時
　
１
月
２２
日
・
２９
日
、
２
月

５
日
・
１９
日
（
い
ず
れ
も
月
曜
日
）

１９
時
３０
分
か
ら
２０
時
３０
分
 

▼
場
所
　
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク

ラ
２
階
サ
ー
ク
ル
室
 

▼
募
集
人
数
　
若
干
名
 

▼
受
講
料
　
４
回
で
３，
０
０
０

円
（
国
際
交
流
協
会
会
員
は
２，

５
０
０
円
） 

▼
講
師
　
エ
イ
ミ
ー
・
ピ
ー
ス
氏
 

▼
募
集
期
間
　
１
月
４
日
（木）
か
ら

１５
日
（月） 
ま
で
 

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。 

▼
申
し
込
み
方
法
　
国
際
交
流
協

会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

国
際
交
流
の
つ
ど
い
Ⅱ
 

「
イ
ギ
リ
ス
の
薫
り
を
あ
な
た
に
」 

 
 
 
 演
奏
会
の
お
知
ら
せ
♪
 

初
級
英
会
話
教
室
欠
員
募
集
 

姉
妹
都
市
絵
画
 

 
 
交
換
作
品
展
示
会
 

優秀賞 

河合小学校２年　堀井大貴さん 小野小学校４年　藤田菜美さん 
 

国
際
交
流
協
会
 

か
ら
の
お
知
ら
せ
 

国
際
交
流
協
会
 

か
ら
の
お
知
ら
せ
 

国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
内
） 

小
野
市
中
島
町
72
番
地 

�

◯
８
１
５
６
・
フ
ァ
ク
ス
◯
２
４
０
０ 

Ｅ
メ
ー
ル
　k

o
r
y
u
.o
n
o
@
k
s
k
s
-a
r
c
h
e
.jp

63

62

申し込み・ 
問い合わせ先 

皆さん一緒に歌いましょう 



第
6
回
 

小
野
名
画
劇
場
開
催
！

小
野
名
画
劇
場
開
催
！
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今
年
度
の
「
小
野
名
画
劇
場
」

も
つ
い
に
最
終
回
を
迎
え
ま
す
。 

今
回
の
上
映
タ
イ
ト
ル
は
、「
ア

ポ
ロ
１３
」
と
「
壬
生
義
士
伝
」
で
す
。 

▼
日
時
　
１
月
２０
日
（土）
　１０
時
か
ら

（
9
時
３０
分
開
場
） 

▼
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
 

▼
当
日
券
　
６
０
０
円
 

【
上
映
タ
イ
ト
ル
】 

「
ア
ポ
ロ
１３
」 

▼
上
映
時
刻
　
１０
時
か
ら
と
１５
時

４０
分
か
ら
の
２
回
上
映
 

▼
あ
ら
す
じ
　
１
９
７
０
年
4
月
、

月
へ
向
か
っ
た
ア
ポ
ロ
１３
号
に

爆
発
事
故
が
発
生
。
ヒ
ュ
ー
ス

ト
ン
管
制
セ
ン
タ
ー
は
乗
組
員

を
無
事
地
球
に
帰
す
た
め
、
必

死
の
救
出
作
戦
を
展
開
。 

　
出
演
　
ト
ム
・
ハ
ン
ク
ス
。
１

９
９
５
年
作
、 
ロ
ン
・
ハ
ワ
ー

ド
監
督
。 

暮らしの情報 

施
設
だ
よ
り
 

「
壬
生
義
士
伝
」 

▼
上
映
時
刻
　
１３
時
か
ら
と
１９
時

か
ら
の
２
回
上
映
 

▼
あ
ら
す
じ
　
幕
末
の
京
都
・
壬

生
。
新
撰
組
に
一
人
の
剣
士
が

入
隊
し
て
き
た
。
盛
岡
南
部
藩

出
身
、
吉
村
貫
一
郎
。
命
と
金

に
執
着
す
る
異
色
の
猛
者
だ
っ
た
。 

　
出
演
　
中
井
貴
一
、
三
宅
裕
司
、

夏
川
結
衣
。
２
０
０
４
年
作
、

滝
田
洋
二
郎
監
督
。 

多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

今
年
も
市
民
と
関
西
フ
ィ
ル
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
す
。 

第
一
部
は
市
民
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、
市
民
に
よ
る

吹
奏
楽
団
、
合
唱
団
･
児
童
合
唱

団
と
の
共
演
や
オ
ペ
ラ
を
披
露
し

ま
す
。
ま
た
、
第
２
部
で
は
、「
魅

惑
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
サ
ウ
ン
ド
」

と
し
て
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
「
運
命
」

を
演
奏
し
ま
す
。 

な
お
、
託
児
サ
ー
ク
ル
「
こ
の

ゆ
び
と
〜
ま
れ
♪
」
の
ご
協
力
に

よ
り
一
時
保
育
を
無
料
で
行
い
ま

す
（
要
予
約
）。 

▼
主
催
　
小
野
市
･
小
野
市
教
育

委
員
会
･
兵
庫
県
･
兵
庫
県
教

育
委
員
会
･

（財）
兵
庫
県
芸
術
文

化
協
会
 

▼
日
時
　
２
月
１２
日
（祝）
　１５
時
か
ら

（
開
場
１４
時
３０
分
） 

▼
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
 

▼
指
揮
　
藤
岡
幸
夫
氏
 

▼
ソ
リ
ス
ト
　
保
坂
博
光
氏
・
日

紫
喜
恵
美
氏
・
長
尾
有
希
子
 

氏
他
団
員
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

﹇
第
１
部
﹈ 

①
関
西
フ
ィ
ル
と
一
緒
に
演
奏
し

よ
う
吹
奏
楽
団
と
の
共
演
　「
こ

う
も
り
」
序
曲
 

②
関
西
フ
ィ
ル
と
一
緒
に
歌
お
う

合
唱
団
･
児
童
合
唱
団
と
の
共

演
（
７
つ
の
日
本
民
謡
･
子
ど

も
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
Ⅲ
　
編
曲
 

稲
村
穣
司
氏
） 

③
オ
ペ
ラ
に
挑
戦
　「
こ
う
も
り
」

よ
り
 

﹇
第
２
部
﹈ 

　
交
響
曲
第
５
番
ハ
単
調
作
品

６７
「
運
命
」 

▼
前
売
券
販
売
価
格
　
全
席
自
由

一
般
２，
０
０
０
円
　
小
・
中
・

高
校
生
５
０
０
円
（
当
日
は
各

５
０
０
円
増
し
） 

▼
前
売
券
発
売
場
所
　
市
民
会
館
・

市
内
各
コ
ミ
セ
ン
･
図
書
館
・

総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）･
好

古
館
 

▼
一
時
保
育
　
対
象
は
１
歳
か
ら

就
学
前
ま
で
。
締
め
切
り
日
１

月
２９
日
（月）
ま
で
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
会
館
 

 

▼
対
象
者
　
市
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
方
優
先
 

▼
場
所
　
コ
ミ
セ
ン
お
の
 

▼
日
時
　
１
月
２３
日
（火）
･
２４
日
（水）

･
２５
日
（木）
･
３０
日
（火）
･
３１
日
（水）
･

２
月
１
日
（木）
　１９
時
３０
分
か
ら
２１

時
３０
分
 

▼
申
し
込
み
方
法
　
所
定
の
申
し

込
み
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
コ
ミ
セ
ン
お
の
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
･

フ
ァ
ク
ス
で
の
お
申
し
込
み
も

受
け
付
け
し
ま
す
。 

※
定
員
２０
名
に
達
し
次
第
、
締
め

切
り
ま
す
。 

▼
受
講
料
　
２，
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
１，
０
０
０
円
が
別

途
必
要
）。 

▼
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
　コ
ミ

セ
ン
お
の
 

市
民
会
館
お
よ
び
コ
ミ
セ
ン
お

の
の
改
修
工
事
に
伴
う
電
気
工
事

の
た
め
、
１
月
２８
日
（日）
は
臨
時
休

館
と
し
ま
す
。 

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

何
と
ぞ
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。 

市
民
会
館

市
民
会
館
・
コ
ミ
セ
ン
お
の

コ
ミ
セ
ン
お
の
 

�

　
　
　
　◯
1
0
2
0
 

1
0
2
0
 

フ
ァ
ク
ス

フ
ァ
ク
ス
◯
1
1
3
8

1
1
3
8

63636363 6363

市
民
会
館
・
コ
ミ
セ
ン
お
の
 

�

　
　◯
1
0
2
0
 

フ
ァ
ク
ス
◯
1
1
3
8

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
 

Ｉ
Ｔ
す
く
ぅ
ー
る

Ｉ
Ｔ
す
く
ぅ
ー
る
 

初
心
者
コ
ー
ス
追
加
募
集
！

初
心
者
コ
ー
ス
追
加
募
集
！
 

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
 

Ｉ
Ｔ
す
く
ぅ
ー
る
 

初
心
者
コ
ー
ス
追
加
募
集
！
 

第
6
回
 

小
野
名
画
劇
場
開
催
！

小
野
名
画
劇
場
開
催
！
 

第
6
回
 

小
野
名
画
劇
場
開
催
！
 

市
民
会
館
･
コ
ミ
セ
ン
お
の
 

　
　
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ
 

小
野
地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ス
ト
ラ
ン
 

　
　
　
　
　
ス
タ
ッ
フ
募
集
 

アポロ13

壬生義士伝 

県
民
芸
術
劇
場
 

関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
 

　
管
弦
楽
団
コ
ン
サ
ー
ト
 

　
　
　
　
　
前
売
券
好
評
販
売
中
！
 

み
　ぶ
 

も
　
さ
 

昨年のコンサートのようす 

地
域
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
今

春
オ
ー
プ
ン
予
定
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

レ
ス
ト
ラ
ン
（
略
し
て
コ
ミ
レ
ス
）

の
厨
房
お
よ
び
フ
ロ
ン
ト
の
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

コ
ミ
レ
ス
は
、
憩
え
る
場
づ
く

り
を
目
的
と
し
て
、
地
域
の
方
々

に
よ
り
運
営
を
行
い
ま
す
。 

そ
ん
な
コ
ミ
レ
ス
に
参
画
し
て

厨
房
や
フ
ロ
ン
ト
の
業
務
を
担
っ

て
い
た
だ
け
る
方
を
そ
れ
ぞ
れ
若

干
名
募
集
し
て
い
ま
す
。
経
験
は

問
い
ま
せ
ん
。
勤
務
内
容
等
詳
細

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
　
小
野

地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会
事
務

局
（
コ
ミ
セ
ン
お
の
） 
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懐
か
し
い
戦
前
・
戦
後
の
カ
ン

バ
ン
や
写
真
等
の
作
品
を
展
示
し

ま
す
。 

ま
た
、
１
月
６
日
（土）
か
ら
同
９

日
（火）
に
か
け
て
は
、
新
年
の
お
祝

い
と
し
て
、「
迎
春
ふ
る
ま
い
酒
」

を
実
施
し
ま
す
。 

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▼
場
所
　
お
の
夢
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

▼
期
間
　
１
月
６
日
（土）
か
ら
１
月

３０
日
（火）
ま
で
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
お
の
夢
館
　

小
野
市
上
本
町
９４
（
�
・
フ
ァ

ク
ス
　
２
１
２
６
）
Ｅ
メ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

  お
の
夢
館
の
開
館
時
間
　
 

　
１０
時
か
ら
１７
時
（
ス
タ
ッ
フ
は

１３
時
か
ら
１７
時
ま
で
常
駐
） 

　
休
館
日
　
水
曜
日
 

お
待
た
せ
し
ま
し
た
！
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
日
本
最
高
リ
ー
グ
２
０
０

６
／
０
７
V
・
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ

女
子
大
会
が
小
野
市
に
や
っ
て
き

ま
す
。 

▼
日
時
　
２
月
１７
日
（土）
　１４
時
か
ら
、

１８
日
（日）
　１３
時
か
ら
（
開
場
は
共

に
１
時
間
前
） 

▼
会
場
　
総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
） 

▼
入
場
料
 

　
前
売
り
券
　
 

　
一
般
自
由
席
　
２，
０
０
０
円
　

小
人
（
小
・
中
・
高
校
生
）
１，

０
０
０
円
 

　
当
日
券
　
 

　
一
般
自
由
席
　
２，
５
０
０
円
　

小
人
（
小
・
中
・
高
校
生
）
１，

５
０
０
円
 

※
今
年
は
２
日
間
の
開
催
で
す
の
で
、

２
日
と
も
観
戦
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
２
日
間
の
入
場
券
が
必

要
で
す
。 

▼
入
場
券
　
１
月
１４
日
（
日
）
８

時
３０
分
か
ら
総
合
体
育
館
（
ア

ル
ゴ
）、
匠
台
公
園
体
育
館
（
お

の
ア
ク
ト
）、
教
育
委
員
会
事

務
局
に
て
販
売
し
ま
す
。 

※
い
ず
れ
の
施
設
と
も
に
休
業
・

休
館
日
を
除
く
。 

▼
試
合
日
程
 

　
２
月
１７
日
（土）
 

　
久
光
製
薬
ス
プ
リ
ン
グ
ス
VS
日

立
佐
和
リ
ヴ
ァ
ー
レ
 

　
２
月
１８
日
（日）
 

　
久
光
製
薬
ス
プ
リ
ン
グ
ス
VS
パ

イ
オ
ニ
ア
レ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
グ
ス
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
体
育
保
健
課

（
�

　
２
５
９
１
）
ま
た
は
総

合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）（
�

　

７
０
０
０
） 

らん　らんバス 
冬・春休みらん　らんフリーパス 

発売中！ 
 

らん　らんバス 
冬・春休みらん　らんフリーパス 

発売中！ 
 

http://w
w
w
.library.ono.hyogo.jp/

図
書
館
　

図
書
館
　
 

�

　
　
　
　
◯
0
4
5
6
 

0
4
5
6
 

フ
ァ
ク
ス

フ
ァ
ク
ス

◯
0
6
0
6

0
6
0
6

6262

図
書
館
　
 

�

　
　
◯
0
4
5
6
 

フ
ァ
ク
ス

◯
0
6
0
6

6262

く
ん
ち
ゃ

ん
シ
リ
ー

ズ
冬
の
巻

で
す
。
く

ん
ち
ゃ
ん

の
動
物
達
や
家
族
に
対
す
る
思
い

や
り
が
温
か
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

絵
は
ペ
ン
画
を
基
調
に
一
色
の

み
が
着
色
さ
れ
る
シ
リ
ー
ズ
共
通

の
ス
タ
イ
ル
で
す
。
他
に
も
く
ん

ち
ゃ
ん
の
お
話
が
６
話
あ
り
ま
す
。 

冬

の

公

園
や
雑
木

林
で
木
の

芽
を
み
て

く
だ
さ
い
。 

ウ

サ

ギ

や
コ
ア
ラ
、
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
子

ど
も
の
顔
に
似
て
い
ま
す
。
木
の

芽
の
冬
姿
を
撮
影
し
拡
大
し
た
楽

し
い
写
真
絵
本
で
す
。 

時

代

小

説
の
捕
物

帖

で

す

。

昭
和
４８
年

か
ら
始
ま

り
現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。
３５

タ
イ
ト
ル
４９
冊
所
蔵
し
て
い
ま
す
。 

「
国
境
の

長
い
ト
ン

ネ
ル
を
抜

け
る
と
雪

国
で
あ
っ
た
。

夜
の
底
が
白
く
な
っ
た
。」
日
本

初
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
作
を
ご

堪
能
く
だ
さ
い
。
新
潮
社
刊
の
全

集
も
所
蔵
し
て
い
ま
す
。 

1月のお話会 
 
 

1月  6日（土）10時30分から 
1月 7日（日）14時から 
1月 13日（土）14時から 
1月 20日（土）10時30分から 
1月 27日（土）14時から 
 
休館日は1日・2日・ 
3日・23日です。 
 

Ｖ
リ
ー
グ
女
子
大
会
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）
が
 

小
野
に
や
っ
て
く
る
!!
 

◯ 62

◯ 63

onoyum
eyakata@

ybb.ne.jp

http://blog.livedoor.jp/ono 
yum

eyakata/

◯ 63

お
の
夢
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

レ
ト
ロ
な
商
店
街
企
画
展
を
 

　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す
 

冬
を
 

楽
し
む
本
 

く
ん
ち
ゃ
ん
と
ふ
ゆ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
 

　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ン
ギ
ン
社
 

ふ
ゆ
め
が
っ
し
ょ
う
だ
ん
 

　
　
　
　
　
　
　
　
福
音
館
書
店
 

雪
国
　
　
　
　
川
端
康
成
著
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
波
書
店
 

じ
っ
く
り
文
学
作
品
派
の
方
へ
 

絵
本
派
の
方
へ
 

定
番
を
愛
読
派
の
方
へ
 

御
宿
か
わ
せ
み
シ
リ
ー
ズ
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
平
岩
弓
枝
著
 

　
　
　
　
　
　
　
　
文
藝
春
秋
社
 

昭和58年ごろの商店街 

中高生の方を対象に、冬休みと春休
みのらん　らんバスのフリーパス券を
発売しています。一度購入いただくと、
両方の休み期間中は何度でも利用いた
だけますので、ぜひお求めください！ 
なお、65歳以上、小学生以下、障害
者手帳をお持ちの方は、昨年4月より、
運賃が無料となっておりますので、ら
ん　らんバスをご利用ください。 
　販売・有効期間 
○冬休み　1月 8日（祝）まで 
○春休み　3月21日（祝）から4月8日（日）
まで 
　対象者　中学生・高校生 
　価格　100円（税込） 
　販売場所　らん　らんバス内、神姫
バスサティ営業所 
　問い合わせ先　企画政策グループ 
　（�　 1 4 0 4）  ◯ 63

▼  
 

 
 

▼  
▼  

▼  
 

▼  
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駐
車
場
法
の
改
正
（
平
成
１８
年

１１
月
３０
日
施
行
）
に
よ
り
、
駐
車

場
法
第
１２
条
お
よ
び
１３
条
の
届
出

の
対
象
に
、
自
動
二
輪
車
が
新
た

に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
り
、
自
動
二
輪
車
の

駐
車
場
所
を
新
設
す
る
場
合
や
法

施
行
時
点
で
設
置
済
み
の
、
次
の

①
〜
④
全
て
の
条
件
に
当
て
は
ま

る
駐
車
場
に
つ
い
て
も
、
届
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。 

①
都
市
計
画
区
域
内
の
駐
車
場
 

②
自
動
二
輪
車
の
駐
車
面
積
が
５

０
０
㎡
以
上
と
な
る
場
合
、
ま

た
は
自
動
二
輪
車
用
の
駐
車
場

所
を
自
動
車
の
駐
車
場
所
と
分

け
て
設
け
て
い
る
場
合
で
自
動

車
と
自
動
二
輪
車
の
駐
車
面
積

を
足
し
て
５
０
０
㎡
以
上
と
な

る
場
合
 

③
道
路
の
路
面
外
に
設
置
さ
れ
、

一
般
公
共
の
用
に
供
さ
れ
る
（
誰

で
も
利
用
で
き
る
）
駐
車
場
 

④
利
用
者
か
ら
時
間
駐
車
料
金
を

徴
収
す
る
駐
車
場
（
月
極
駐
車

場
は
対
象
外
） 

※
５０
㏄
以
下
の
原
動
機
付
自
転
車

は
対
象
外
で
す
。 

※
法
施
行
時
点
で
設
置
済
み
の
①

〜
④
全
て
に
当
て
は
ま
る
駐
車

場
に
つ
い
て
は
、
法
施
行
日
よ

り
３
か
月
以
内
に
届
出
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
届
出
が

な
い
場
合
、
駐
車
場
法
第
２２
条

に
定
め
る
罰
則
を
受
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。 

▼
届
出
先
　
ま
ち
づ
く
り
課
ま
た

は
高
齢
介
護
課
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
ま
ち
づ
く
り

課
（
�

　
１
８
８
４
）、
高
齢

介
護
課
（
�

　
１
５
０
９
）
、

兵
庫
県
県
土
整
備
部
ま
ち
づ
く

り
局
都
市
計
画
課
都
市
行
政
係

施
設
第
１
係
（
�

０
７
８
　
７

７
１
１
（
内
線
４
６
５
６
・
４

６
４
４
） 

市
で
は
、
市
内
の
商
工
業
に
属

す
る
事
業
所
に
勤
務
さ
れ
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
さ
れ
る
方
を
「
小

野
市
商
工
業
優
良
従
業
員
表
彰
制

度
要
綱
」
に
基
づ
き
表
彰
し
ま
す
。 

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
従
業
員

さ
ん
を
雇
用
さ
れ
て
い
る
事
業
主

の
方
は
、
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。 

▼
対
象
者
 

①
永
年
勤
続
賞
　
２０
年
以
上
市
内

に
あ
る
同
一
事
業
所
に
勤
務
し
、

そ
の
成
績
が
優
秀
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
方
（
平
成
１８
年
１２
月

１
日
現
在
） 

②
企
業
功
績
賞
　
事
業
所
の
発
展

に
大
き
く
貢
献
し
、
そ
の
功
績

が
表
彰
を
受
け
る
に
値
す
る
方
 

▼
募
集
期
間
　
１
月
９
日
（火）
か
ら

２
月
２
日
（金）
 

▼
推
薦
方
法
　
所
定
の
推
薦
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
商

工
観
光
課
ま
で
ご
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
商
工
観
光
課

（
�

　
１
９
２
９
） 

ゴ
ル
フ
場
で
使
用
さ
れ
る
農
薬

に
よ
る
水
質
汚
濁
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
６
月
１２
日
と
１０
月
１６
日
に
、

加
古
川
、
東
条
川
お
よ
び
市
内
ゴ

ル
フ
場
の
農
薬
等
の
排
水
が
流
入

す
る
池
で
水
質
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。 

そ
の
結
果
、
調
査
全
項
目
で
国

の
定
め
た
指
針
値
（
基
準
）
を
下

回
っ
て
お
り
、
環
境
等
へ
の
影
響

が
ほ
と
ん
ど
な
い
、
小
さ
な
値
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

な
お
、
詳
細
な
測
定
結
果
に
つ

き
ま
し
て
は
、
市
民
安
全
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

厚
生
労
働
省
で
は
、
地
域
雇
用

の
創
出
を
支
援
す
る
た
め
、
次
に

該
当
す
る
職
種
に
つ
い
て
、
創
業

経
費
お
よ
び
雇
入
れ
に
つ
い
て
一

部
助
成
を
行
い
ま
す
。 

①
個
人
向
け
・
家
庭
向
け
サ
ー
ビ
ス
 

②
社
会
人
向
け
教
育
サ
ー
ビ
ス
 

③
企
業
・
団
体
向
け
サ
ー
ビ
ス
 

④
住
宅
関
連
サ
ー
ビ
ス
 

⑤
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
 

⑥
高
齢
者
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
 

⑦
医
療
サ
ー
ビ
ス
 

⑧
リ
ー
ガ
ル
サ
ー
ビ
ス
 

⑨
環
境
サ
ー
ビ
ス
 

⑩
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
 

⑪
地
域
重
点
分
野
 

▼
要
件
 

・
法
人
の
設
立
ま
た
は
個
人
事
業

と
し
て
の
開
業
 

・
創
業
後
６
か
月
以
内
の
地
域
貢

献
事
業
計
画
の
認
定
 

・
２
人
以
上
の
雇
用
で
、
内
１
人

以
上
が
非
自
発
的
離
職
者
の
雇

入
れ
 

※
非
自
発
的
離
職
者
と
は
 

　
倒
産
、
定
年
な
ど
で
自
己
都
合

や
自
己
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理

由
に
よ
ら
な
い
で
離
職
し
た
者
 

▼
助
成
　
創
業
経
費
の
３
分
の
１

（
上
限
５
０
０
万
円
で
、
雇
入

れ
人
数
等
に
応
じ
）
非
自
発
的

離
職
者
１
人
に
つ
き
３０
万
円
（
短

時
間
労
働
者
は
１
人
あ
た
り
１５

万
円
、
上
限
１
０
０
人
分
） 

▼
期
間
　
平
成
１９
年
度
末
ま
で
の

設
立
等
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
（財）
兵
庫
県
雇

用
開
発
協
会
（
�

０
７
８
　
６

５
６
５
） 

①
冬
の
室
温
は
２０
℃
を
目
安
に
し

ま
し
ょ
う
。 

②
必
要
な
時
だ
け
運
転
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。 

③
早
め
の
電
気
Ｏ
Ｆ
Ｆ
が
決
め
て
。 

　
室
温
は
急
に
は
下
が
り
ま
せ
ん
。

お
出
か
け
や
寝
る
１５
分
く
ら
い

前
に
切
る
の
が
コ
ツ
 

④
フ
ィ
ル
タ
ー
掃
除
で
効
率
ア
ッ

プ
！
 

〈
参
考
〉
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
「
家
庭
の
省
エ
ネ
大
辞
典

第
三
版
」 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
地
域
安
全
グ

ル
ー
プ
（
�

３
３
８
７
） 

私
た
ち
は
生
活
の
中
で
電
気
製

品
を
使
っ
た
り
、
自
動
車
に
乗
っ

た
り
、
使
い
捨
て
商
品
を
買
っ
た

り
と
知
ら
な
い
間
に
ず
い
ぶ
ん
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
日
常
生
活
で
少
し
工

夫
を
す
れ
ば
、
地
球
温
暖
化
の
原

因
に
な
っ
て
い
る
ＣＯ2
排
出
量
を
削

減
で
き
、
地
球
に
や
さ
し
い
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

さ
ぁ
、
皆
さ
ん
、
地
球
に
や
さ

し
い
生
活
を
始
め
ま
し
ょ
う
。 

エ
ア
コ
ン
　
ガ
ス
・
石
油
 

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
編
 

い
っ
し
ょ
に
は
じ
め
ま
し
ょ
う
!
 

 
 
 
 
地
球
に
や
さ
し
い
生
活
 

◯ 63

◯ 362

駐
車
場
法
に
よ
る
 

　
　
　
　
届
出
に
つ
い
て
 

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 341

小
野
市
商
工
業
優
良
従
業
員
 

　
　
　
　
　
　
表
彰
候
補
者
 

地
域
創
業
事
業
に
対
す
る
 

　
　
　
助
成
金
に
つ
い
て
 

平
成
１８
年
度
 

市
内
ゴ
ル
フ
場
農
薬
に
係
る
水
質
調
査
 

指
針
値
（
基
準
）
を
ク
リ
ア
 

去
る
昨
年
１２
月
６
日
、
兵
庫
県

公
館
に
て
、
先
駆
的
な
起
業
活
動

と
女
性
農
業
者
の
育
成
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
 
田
陽
子
さ
ん
（
西
脇

町
）
が
兵
庫
県
農
業
賞
を
知
事
よ

り
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

 
田
さ
ん
は
、
酪
農
業
を
活
か

し
て
県
下
初
と
な
る
個
人
で
の
乳

製
品
製
造
業
の
許
可
取
得
や
有
限

会
社
設
立
な
ど
起
業
化
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
県
内
外
か
ら
の
視
察
者

の
積
極
的
な
受
け
入
れ
を
行
い
、

市
農
村
女
性
組
織
連
絡
会
会
長
と

し
て
、
女
性
農
業
者
の
起
業
意
識

の
醸
成
や
起
業
家
育
成
に
努
め
ら

れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。 
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市
内
８
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
２１
の

交
流
を
目
的
に
ア
ジ
ャ
タ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。 

ク
ラ
ブ
会
員
な
ら
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
初
め
て
の
方
も

気
軽
に
参
加
で
き
る
ア
ジ
ャ
タ
（
ス

ポ
ー
ツ
玉
入
れ
）
で
す
。 

▼
開
催
日
時
　
２
月
１１
日
（日）
９
時

開
会
 

▼
場
所
　
総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）

ア
リ
ー
ナ
 

▼
内
容
　
ア
ジ
ャ
タ
（
ス
ポ
ー
ツ

玉
入
れ
） 

・
誕
生
月
対
抗
 

・
ク
ラ
ブ
対
抗
（
キ
ッ
ズ
の
部
２

ｍ
６０
㎝
・
一
般
の
部
４
ｍ
１２
㎝
） 

▼
申
し
込
み
資
格
　
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
２１
会
員
 

▼
申
し
込
み
方
法
　
各
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
２１
事
務
局
に
直
接
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。 

▼
参
加
料
　
無
料
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
各
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
２１
事
務
局
ま
た
は
市
推

進
委
員
会
事
務
局
（
体
育
保
健

課
内
）（
�

　
２
５
９
１
） 

 附
属
幼
稚
園
 

3
歳
児
（
3
年
保
育
） 

▼
募
集
人
員
　
若
干
名
 

▼
出
願
資
格
　
平
成
１５
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
１６
年
４
月
１
日
ま

で
の
間
に
生
ま
れ
た
方
で
、
兵

庫
県
内
に
保
護
者
と
同
居
し
て

い
る
こ
と
。 

▼
出
願
期
間
　
１
月
９
日
（火）
か
ら

１
月
１２
日
（金）
 

▼
選
考
方
法
　
書
類
審
査
お
よ
び

抽
選
の
う
え
、
決
定
し
ま
す
。 

▼
選
考
結
果
発
表
・
抽
選
日
　
 

　
１
月
２６
日
（
金
） 

4
歳
児
（
2
年
保
育
） 

▼
募
集
人
員
　
若
干
名
 

▼
出
願
資
格
　
平
成
１４
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
１５
年
４
月
１
日
ま

で
の
間
に
生
ま
れ
た
方
で
、
兵

庫
県
内
に
保
護
者
と
同
居
し
て

い
る
こ
と
。 

▼
出
願
期
間
　
１
月
９
日
（火）
か
ら

１
月
１２
日
（金）
 

▼
選
考
方
法
　
書
類
審
査
お
よ
び

抽
選
の
う
え
、
決
定
し
ま
す
。 

▼
選
考
結
果
発
表
・
抽
選
日
　
 

　
１
月
２６
日

（金）
 

※
３
歳
児
・
４
歳
児
保
育
共
に
書

類
審
査
の
結
果
、
必
要
に
応
じ
、

面
接
を
行
な
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
（
出
願
者
数
が
募
集
人
員
を

下
ま
わ
る
場
合
は
抽
選
を
行
な

い
ま
せ
ん
）。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
兵
庫
教
育
大

学
附
属
小
学
校
事
務
室
（
�

０

７
９
５
　
２
２
１
８
） 

東
播
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変

更
（
案
）
を
縦
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

▼
変
更
対
象
地
区
　
王
子
地
区
 

▼
縦
覧
場
所
　
ま
ち
づ
く
り
課
 

▼
縦
覧
期
間
お
よ
び
意
見
書
提
出

先
　
１
月
１８
日
（木）
か
ら
１
月
３１

日
（水）
ま
で
（
執
務
時
間
内
） 

※
こ
の
案
に
対
し
て
意
見
が
あ
る

方
は
、
縦
覧
期
間
中
、
市
長
宛

に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
ま
ち
づ
く
り

課
（
�

　
１
８
８
４
） 

今
年
も
１
月
１
日
現
在
で
農
業

委
員
会
選
挙
人
名
簿
を
作
成
し
ま
す
。 

今
回
名
簿
に
登
録
で
き
る
方
は
、

次
の
条
件
を
有
す
る
方
で
す
。 

①
平
成
１９
年
１
月
１
日
現
在
、
小

野
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
。 

②
満
２０
歳
以
上
の
方
（
昭
和
６２
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）。 

③
１０
a（
ア
ー
ル
）
以
上
の
農
地

に
つ
き
、
耕
作
の
業
務
を
営
む

方
。 

④
前
記
③
の
同
居
の
親
族
ま
た
は

配
偶
者
で
、
年
間
お
お
む
ね
６０

日
以
上
耕
作
す
る
方
。 

名
簿
登
録
は
申
請
が
原
則
で
す
。

登
録
が
な
い
と
選
挙
権
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
資
格
の
あ
る
方
は
必

ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
農
業
委
員
会

（
�

　
２
２
６
６
） 

暮らしの情報 

募
集
・
お
知
ら
せ
 

募
　
集
 

お
知
ら
せ
 

◯ 63
◯ 63

東
播
都
市
計
画
用
途
地
域
の
 

変
更
（
案
）
の
縦
覧
に
つ
い
て
 

 
田
陽
子
さ
ん
が
 

兵
庫
県
農
業
賞
受
賞
 

受賞おめでとう 
ございます 
 

農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
へ
 

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
に
 

　
　
　
　
ご
登
録
く
だ
さ
い
 

◯ 40

平
成
１９
年
度
 

兵
庫
教
育
大
学
附
属
 

幼
稚
園
児
募
集
（
2
次
募
集
）
に
つ
い
て
 

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
２１
交
流
 

ア
ジ
ャ
タ
大
会
 

◯ 63

みんなでアジャタを 
　　　　　楽しみましょう！ 

平
成
１９
年
度
の
指
名
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
の
追
加
受
け

付
け
を
行
い
ま
す
。 

▼
対
象
　
小
野
市
発
注
の
建
設
工

事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
等
の
入
札
・
見
積
に
参
加

を
希
望
さ
れ
る
法
人
、
個
人
。 

▼
申
請
書
類
　
市
役
所
本
庁
舎
４

階
財
政
課
窓
口
で
配
布
し
て
い

ま
す
。 

　
　
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
） 

▼
受
け
付
け
期
間
　
２
月
1
日
（木）

か
ら
同
月
２２
日
（木）
ま
で
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
財
政
課
（
�

　
１
０
１
４
） 

入
札
参
加
資
格
審
査
 

　
申
請
（
追
加
）
受
付
 

建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
 

　http://w
w
w
.city.ono.hyo 

go.jp/

◯ 63



子
育
て
を
応
援

子
育
て
を
応
援
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子
育
て
ゆ
と
り
創
造
セ
ン
タ
ー

で
は
、
保
育
所
（
園
）
の
持
つ
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
子
育
て
を
応

援
し
て
い
ま
す
。 

親
子
で
遊
び
を
通
じ
て
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。 

▼
利
用
対
象
者
　
就
学
前
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
 

▼
事
業
内
容
　
 

・
子
育
て
相
談
（
月
曜
〜
金
曜
日
）

９
時
〜
１６
時
 

　
面
接
、
電
話
、
訪
問
相
談
 

・
園
庭
開
放
（
月
曜
〜
金
曜
日
） 

　
１０
時
〜
１１
時
３０
分
（
保
育
所
（
園
）

開
放
） 

・
体
験
保
育
（
月
曜
〜
金
曜
日
） 

　
１
か
月
間
（
費
用
別
途
必
要
）

１０
時
〜
１４
時
 

・
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
育
成
等
 

・
子
育
て
情
報
の
提
供
等
 

▼
詳
細
・
問
い
合
わ
せ
先
　
来
住

保
育
所
内
（
下
来
住
町
１
３
６

１
　

―
　

１
）「
子
育
て
ゆ
と
り
創

造
セ
ン
タ
ー
」（
�

　
４
０
８

０
） 

 

　
日
曜
、
祝
日
に
勤
務
等
で
保
育

が
困
難
な
方
に
つ
い
て
、
就
学
前

の
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。 

▼
利
用
対
象
者
 

・
平
日
に
保
育
所
に
入
所
さ
れ
て

い
る
児
童
で
、
保
護
者
が
日
曜
、

祝
日
に
仕
事
な
ど
で
保
育
が
で

き
な
い
場
合
 

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
　

亀
鶴
保
育
所
（
河
合
中
町
７
２

６
　

―
　

１
）（
�

　
７
８
０
８
） 

保
護
者
の
傷
病
、
入
院
等
に
よ

り
緊
急
あ
る
い
は
一
時
的
に
家
庭

で
の
保
育
が
困
難
に
な
る
場
合
、

一
時
的
、
継
続
的
に
就
学
前
の
お

子
さ
ん
を
市
内
１４
か
所
の
保
育
所

（
園
）
で
お
預
か
り
し
ま
す
。 

▼
利
用
対
象
者
　
市
内
の
お
お
む

ね
１
歳
か
ら
就
学
前
の
お
子
さ
ん
 

▼
利
用
条
件
 

・「
緊
急
」
保
護
者
の
傷
病
、
入

院
等
で
一
時
的
に
保
育
が
必
要

な
場
合
 

・「
非
定
型
」
保
護
者
の
短
期
就

労
等
で
１
週
間
に
数
日
、
家
庭

で
の
保
育
が
困
難
な
場
合
 

・「
私
的
理
由
」
保
護
者
の
育
児

負
担
や
不
安
解
消
の
た
め
、
児

童
の
保
育
が
必
要
な
場
合
 

※
市
内
各
保
育
所
（
園
）
で
受
け

入
れ
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
が
、

園
の
行
事
や
現
在
の
入
所
児
童

の
関
係
で
受
け
入
れ
が
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

▼
詳
細
・
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込

み
先
　
市
内
各
保
育
所
（
園
）

ま
で
 

保
育
所
（
園
）
に
は
、
子
育
て

経
験
豊
か
な
「
す
く
す
く
ア
ド
ザ

イ
ザ
ー
」
が
い
ま
す
。
地
域
に
お

け
る
子
育
て
相
談
員
と
し
て
、
育

児
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
保
育
所
（
園
）
で
「
す

く
す
く
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

▼
利
用
対
象
者
　
就
園
前
の
お
子

さ
ん
と
そ
の
保
護
者
 

※
市
内
各
保
育
所
（
園
）
で
「
す

く
す
く
教
室
」
を
開
設
し
て
い

ま
す
の
で
、
開
設
日
や
利
用
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

親
子
の
孤
立
を
防
ぐ
た
め
、
子

育
て
中
の
親
と
子
が
集
い
、
仲
間

作
り
、
悩
み
相
談
や
情
報
交
換
の

場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

保
育
所
（
園
）
の
園
庭
開
放
や

行
事
参
加
等
、
毎
週
ご
と
や
毎
月

ご
と
に
開
設
し
て
い
ま
す
。 

▼
利
用
対
象
者
　
就
園
前
の
お
子

さ
ん
と
そ
の
保
護
者
 

※
地
域
の
保
育
所
（
園
）
で
「
ま

ち
の
子
育
て
ひ
ろ
ば
」
を
開
設

し
て
い
ま
す
の
で
、
開
設
予
定

や
利
用
に
つ
い
て
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

小
学
校
区
ご
と
に
、
子
育
て
サ

ロ
ン
が
あ
り
ま
す
。
子
育
て
中
の

親
子
の
出
会
い
と
交
流
の
場
で
す
。

子
育
て
の
悩
み
や
楽
し
さ
を
分
け

合
い
、
一
緒
に
サ
ロ
ン
を
作
り
ま

し
ょ
う
。 

▼
利
用
対
象
者
　
就
学
前
の
お
子

さ
ん
と
そ
の
保
護
者
 

▼
サ
ロ
ン
の
場
所
　
各
地
区
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
 

▼
サ
ロ
ン
開
催
回
数
　
毎
月
１
〜

２
回
 

▼
詳
細
・
問
い
合
わ
せ
先
　
社
会

福
祉
協
議
会
（
�

　
３
６
１
１
） 

子
育
て
を
応
援
し
て
い
ま
す
！

子
育
て
を
応
援
し
て
い
ま
す
！
 

　
　
　
　
　
　
　
　
市
内
保
育
所

　
　
　
　
　
　
　
　
市
内
保
育
所（
園
）

（
園
）か
ら
か
ら
 

子
育
て
を
応
援
し
て
い
ま
す
！
 

　
　
　
　
　
　
　
　
市
内
保
育
所（
園
）か
ら
 

◯ 63

◯ 62

一
緒
に
子
育
て
を
し
ま
し
ょ
う

一
緒
に
子
育
て
を
し
ま
し
ょ
う
 

子
育
て
ゆ
と
り
創
造
セ
ン
タ
ー

子
育
て
ゆ
と
り
創
造
セ
ン
タ
ー
 

一
緒
に
子
育
て
を
し
ま
し
ょ
う
 

子
育
て
ゆ
と
り
創
造
セ
ン
タ
ー
 

休
日
保
育
を
し
て
い
ま
す

休
日
保
育
を
し
て
い
ま
す
 

休
日
保
育
を
し
て
い
ま
す
 

◯ 66

一
時
保
育
が
あ
り
ま
す

一
時
保
育
が
あ
り
ま
す
 

一
時
保
育
が
あ
り
ま
す
 

一
緒
に
子
育
て
を
し
ま
し
ょ
う

一
緒
に
子
育
て
を
し
ま
し
ょ
う
 

ま
ち
の
子
育
て
ひ
ろ
ば

ま
ち
の
子
育
て
ひ
ろ
ば
 

一
緒
に
子
育
て
を
し
ま
し
ょ
う
 

ま
ち
の
子
育
て
ひ
ろ
ば
 

一
緒
に
子
育
て
を
し
ま
し
ょ
う
 

す
く
す
く
ア
ド
ザ
イ
ザ
ー
が

す
く
す
く
ア
ド
ザ
イ
ザ
ー
が
 

応
援
し
ま
す

応
援
し
ま
す
 

す
く
す
く
ア
ド
ザ
イ
ザ
ー
が
 

応
援
し
ま
す
 

子
育
て
を
応
援

子
育
て
を
応
援
 

子
育
て
サ
ロ
ン
へ

子
育
て
サ
ロ
ン
へ
 

 
 
 
 
お
越
し
く
だ
さ
い

お
越
し
く
だ
さ
い
 

子
育
て
を
応
援
 

子
育
て
サ
ロ
ン
へ
 

 
 
お
越
し
く
だ
さ
い
 

暮らしの情報 

保
育
所
・
保
健
セ
ン
タ
ー
 

市内保育所（園）一覧表（すべて社会福祉法人） 

保育所名 所在地 電話番号 

河合中町 

新 部 町  

粟 生 町  

中 谷 町  

小 田 町  

住 吉 町  

広 渡 町  

敷 地 町  

市 場 町  

高 田 町  

神 明 町  

黒 川 町  

育ヶ丘町 

下来住町 

◯ 7 8 0 8  

◯ 2 9 4 4  

◯ 5 9 4 7  

◯ 0 1 5 8  

◯ 0 2 5 0  

◯ 0 3 1 2  

◯ 5 1 2 9  

◯ 2 8 2 3  

◯ 2 0 4 4  

◯ 2 8 6 5  

◯ 6 9 6 9  

◯ 2 8 8 1  

◯ 7 0 1 0  

◯ 4 0 8 0

亀 鶴 保 育 所  

中 央 保 育 所  

粟 生 保 育 所  

み や ま 保 育 園  

下東条中央保育園 

下 東 条 西 保 育 所  

小野ひまわり保育所 

白 百 合 保 育 園  

市 場 保 育 園  

北 辰 保 育 園  

光 明 保 育 所  

小 野 保 育 所  

育 ヶ 丘 保 育 園  

来 住 保 育 所  

66 

66 

66 

67 

67 

67 

62 

62 

62 

62 

62 

62 

63 

62

31 平成19年　広報「おの」1月号 

年
齢
に
応
じ
て
食
事
内
容
は
変

化
し
て
い
き
ま
す
が
、
乳
幼
児
期

か
ら
「
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

を
す
る
」、「
偏
食
せ
ず
何
で
も
食

べ
る
」
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。 

食
事
の
時
間
に
お
な
か
が
す
く

よ
う
に
、
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る

こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
待
ち
遠
し

く
食
事
の
時
間
を
迎
え
ら
れ
る
こ

と
で
す
。
ま
た
、
就
寝
時
間
が
遅

く
な
る
ほ
ど
、
朝
食
の
欠
食
や
食

事
の
心
配
ご
と
が
増
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、「
あ
れ
を
食
べ
な
さ
い
」

と
い
う
命
令
で
は
な
く
、「
お
い

し
い
よ
」
と
い
う
プ
ラ
ス
の
言
葉

か
け
を
し
て
、
楽
し
い
雰
囲
気
で

食
事
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

五
感
（
視
る
・
聴
く
・
嗅
ぐ
・

味
わ
う
・
触
る
）
を
い
っ
ぱ
い
使

う
こ
と
が
子
ど
も
の
生
き
る
ベ
ー

ス
と
な
り
ま
す
。
食
体
験
は
五
感

を
培
う
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
離
乳
期

か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
味
を
体
験
さ

せ
る
こ
と
、
年
齢
に
応
じ
て
積
極

的
に
食
事
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
る

こ
と
で
、
食
へ
の
興
味
が
広
が
り

ま
す
。 

早
い
時
期
か
ら
大
人
と
同
じ
味

付
け
に
す
る
と
、
味
覚
が
鈍
く
な

る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

早
く
か
ら
形
の
大
き
い
も
の
や
固

い
も
の
を
与
え
て
し
ま
う
と
、
飲

み
込
め
ず
に
い
つ
ま
で
も
口
の
中

に
残
し
て
い
た
り
、
逆
に
丸
の
み

す
る
ク
セ
が
つ
き
や
す
い
も
の
で

す
。
味
付
け
や
固
さ
な
ど
、
ゆ
っ

く
り
と
進
め
ま
し
ょ
う
。 

子
ど
も
の
食
事
に
悩
み
は
つ
き

も
の
で
す
。「
食
事
量
が
少
な
い
」、

「
野
菜
を
食
べ
な
い
」、「
座
っ
て

食
べ
て
く
れ
な
い
」
…
。 

そ
こ
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、

親
子
で
家
庭
で
の
食
生
活
を
見
直

し
、
子
ど
も
に
合
わ
せ
た
食
事
量

や
食
べ
方
な
ど
に
つ
い
て
、
日
ご

ろ
の
悩
み
を
解
決
で
き
る
よ
う
「
子

育
て
健
康
講
座
」
を
計
画
し
ま
し

た
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

次
回
の
「
子
育
て
健
康
講
座
」

は
、「
子
ど
も
の
生
き
る
力
を
伸

ば
す
に
は
…
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

し
ま
す
。
日
程
は
３
月
１
日
（木）
、

詳
し
く
は
広
報
２
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。 

幼
児
期
は
食
べ
る
機
能
が
大
人

に
近
づ
い
て
く
る
時
期
で
す
。
食

欲
に
ム
ラ
が
あ
っ
た
り
、
好
き
嫌

い
が
多
か
っ
た
り
す
る
年
齢
で
す

が
、
こ
の
時
期
か
ら
食
材
も
味
も

食
感
も
「
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ま

せ
る
こ
と
」
が
大
切
で
す
。 

栄
養
面
だ
け
で
な
く
、
食
と
の

か
か
わ
り
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。 

▼
日
時
 
２
月
１
日
（木）
　１０
時
か
ら

１２
時
 

▼
場
所
 
保
健
セ
ン
タ
ー
 

▼
内
容
 
講
話
・
カ
ウ
ン
ト
バ
イ

キ
ン
グ
食
事
会
 

▼
対
象
 
お
お
む
ね
２
〜
３
歳
の

幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

▼
定
員
 
３０
名
（
希
望
者
の
み
託

児
が
あ
り
ま
す
） 

▼
参
加
費
 
無
料
 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

１
月
２４
日
（水）
ま
で
に
電
話
、
フ
ァ

ク
ス
で
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

三
種
混
合
予
防
接
種
と
は
 

ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
咳
、
破
傷

風
を
予
防
す
る
た
め
の
ワ
ク
チ
ン

で
す
。
あ
ま
り
耳
に
し
な
い
病
気

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
日
本
中

の
ど
こ
に
で
も
存
在
す
る
菌
で
す
。

感
染
す
る
と
命
を
落
と
す
こ
と
も

あ
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。 

こ
れ
ら
の
病
気
に
感
染
し
な
い

よ
う
、
予
防
の
助
け
と
な
る
の
が

予
防
接
種
で
す
。 

正
し
く
接
種
し
な
か
っ
た
ら
 

免
役
が
つ
か
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
正
し
い
接
種
方

法
以
外
の
予
防
接
種
に
よ
っ
て
健

康
被
害
が
起
こ
っ
た
場
合
に
は
、

国
の
補
償
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。 

※
風
邪
を
ひ
い
た
な
ど
で
正
し
い

接
種
方
法
か
ら
外
れ
て
し
ま
っ

た
、
予
防
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
ど
の
よ
う
に
立
て
た
ら
よ

い
か
わ
か
ら
な
い
な
ど
困
っ
た

こ
と
が
あ
れ
ば
、
保
健
セ
ン
タ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

「
日
本
い
の
ち
の
電
話
連
盟
」
が
、

自
殺
予
防
を
目
的
と
し
た
電
話
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

〇
関
西
い
の
ち
の
電
話
（
�

０
６

　

―
　

６
３
０
９
　

―
　

１
１
２
１
） 

〇
神
戸
い
の
ち
の
電
話
（
�

０
７

８
　

―
　

３
７
１
　

―
　

４
３
４
３
） 

〇
は
り
ま
い
の
ち
の
電
話
（
�

０

７
９
　

―
　

２
２
２
　

―
　

４
３
４
３
） 

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー
 

�

　
　
　
　◯
3
9
7
7
 

3
9
7
7
 

フ
ァ
ク
ス

フ
ァ
ク
ス
◯
1
4
2
5

1
4
2
5

63636363 6363

保
健
セ
ン
タ
ー
 

�

　
　◯
3
9
7
7
 

フ
ァ
ク
ス
◯
1
4
2
5

乳
幼
児
期
の
食
習
慣
は
、 

人
の
一
生
に
か
か
わ
り
ま
す
 

 も
っ
と
も
大
切
な
食
育
は
…
 

幼
児
期
か
ら
 

離
乳
期
か
ら
食
体
験
を
…
 

発
達
段
階
に
あ
わ
せ
た
食
事
を
 

子
育
て
は
、
大
人
の
食
事
を
 

見
直
す
よ
い
機
会
 

育
も
う
 子
ど
も
の
心
と
体
 食
育
で
 

〜
食
事
の
魅
力
と
大
切
さ
を
 

　
　
　
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
〜
 

子
育
て
健
康
講
座
 

「
家
庭
で
で
き
る
食
育
 
 

〜
生
き
る
力
を
育
て
よ
う
〜
」 

「
い
の
ち
の
電
話
」
相
談
セ
ン
タ
ー
 

赤ちゃんはお母さんの 
おなかの中でたくさん 
の免疫をもらって生まれてきま
すが、生後3か月から1歳の間に
自然に消えていってしまいます。
予防接種を正しく受けることで
免疫をつけ、病気を予防しましょ
う！！ 

家族そろって1日1回は 
食卓を囲みましょう 
 

毎月19日は 

 食育の日 
 

三
種
混
合
予
防
接
種
を
 

　
　
正
し
く
受
け
ま
し
ょ
う
 

三種混合予防接種の正しい受け方 

Ⅰ期　1回目 

Ⅰ期　2回目 

Ⅰ期　3回目 Ⅰ期　追加 

3～8週間隔 

3～8週間隔 

1年～1年半 
の間隔 

これで 
基礎免疫（きそ 
めんえき）終了 


